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第１章 調査概要                                     

 

１．調査の目的 

 

練馬区内の外国人住民は令和６年９月１日現在 25,000 人を超え、今後も増加が見込まれている。

この状況を踏まえ、外国人住民の生活実態等を調査することで、練馬区の施策を検討するための基

礎的資料とする。 

 

２．調査の設計 

 

項目 内容 

調査期間 令和６年９月 20日（金）～10月 18日（金） 

調査対象 区内在住の 18歳以上の外国人 

標 本 数 5,000人 

抽出方法 住民基本台帳から調査対象を系統抽出法により抽出 

調査方法 

自記式調査票（ルビ付きやさしい日本語、英語、中国語（簡体字）、中国語（繁

体字）、韓国語、ベトナム語、タガログ語、ネパール語、ミャンマー語）によ

る郵送配付、郵送回収およびインターネット調査の併用 

 

３．回収結果 

 

有効回収票数 有効回収率 

2,130件 42.6％ 

 

４．調査結果を見る上での注意事項 

 

・ 本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・ 百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単数回

答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて 100％にならない場合が

ある。 

・ 複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合がある。 

・ 本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

る。 
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５．調査結果の概要 

 

Ⅰ．回答者の基本属性について 

 

１．年齢 

・ 30代が 29.7％で最も多い。 

・ 国籍・出身地域別：ベトナム、ミャンマー、ネパールでは 40 歳

未満が８～９割程度を占め、一方、韓国、フィリピン、アメリカでは

40歳以上が５～６割を占めている。 

２．国籍・出身地域 ・ 「中国」が 39.2％で最も多い。 

３．性別 ・ 「女性」が 56.6％、「男性」が 42.0％。 

４．日本での在住期間 ・ 「５年以上 10年未満」が 23.6％で最も多い。 

５．練馬区での在住期間 

・ ５年未満が 57.0％を占める。 

・ 国籍・出身地域別：ミャンマー、ベトナムでは５年未満が８～９

割を占め、一方、フィリピンでは 10 年以上が約５割を占めてい

る。 

６．在留資格 

・ 「永住者」が 32.2％で最も多い。その他、「技術・人文知識・国

際業務」が 20.5％、「留学」が 14.0％である。 

・ 国籍・出身地域別：フィリピン、韓国では「永住者」が４～５割を

占める。ミャンマー、ベトナムでは「技術・人文知識・国際業務」

が４人に１人程度で最も多く、また、ネパールでは「家族滞在」

（32.1％）が最も多くなっている。 

７．居住地区 

・ 「練馬地区」が 37.4％で最も多く、その他、「石神井地区」

（28.2％）、「光が丘地区」（22.1％）、「大泉地区」（12.1％）の順と

なっている。 

・ 国籍・出身地域別：韓国では「光が丘地区」が 39.5％で最も多

い。フィリピンでは、「大泉地区」が 28.1％で、「練馬地区」

（30.7％）と並んで多くなっている。また、ミャンマーでは、「練馬

地区」が 68.6％を占め、ネパールでも同地区が 51.3％を占めて

いる。 

８．練馬区に住む理由 
・ 「住むときの環境が良い」が 48.5％で最も多く、次いで、「仕事・

通勤に便利」が 43.4％である。 
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９．同居者 

・ 現在、同居者のいる人が 68.5％、一人暮らしをしている人が

30.8％である。 

・ 国籍・出身地域別：ミャンマーでは一人暮らしが半数近い

45.3％。一方、アメリカとネパールでは同居者のいる人が８割

強。 

・ 同居者がいる場合には、同居者として、「自分と同じ国籍の配

偶者・パートナー」が 41.0％で最も多く、次いで、「日本人の配偶

者・パートナー」が 35.0％、「日本以外の国籍の子ども」が

28.4％である。 

・ 国籍・出身地域別：ネパールでは、同居している人の中で、同

じネパール人の配偶者・パートナーと暮らす人が 70.3％を占

め、「日本以外の国籍の子ども」と同居している人が 43.8％であ

る。また、ベトナムでは、「友人・知人」と同居している人が 44.8％

で最も多い。 

10．回答者またはその家族

の障害の有無 

・ 回答者本人または家族が障害を持っているという人は 5.6％。 

・ 年齢別：60 歳以上では、回答者本人または家族に障害がある

人が 16～17％。 

 

Ⅱ．子育て・教育について 

 

１．同居している 18 歳以下

の子どもの有無 
・ 18歳以下の子どもと同居している人は 28.8％である。 

２．子どもの通学している

学校 

・ 同居している子どもが通っている学校は、「公立の小学校」が

35.2％で最も多く、次いで、「公立の中学校」が 14.8％である。 

３．子育てや教育に関し心

配なことや困っていること 

・ 「日本で暮らすことにより、子どもが自国(母国)の言葉や文化を

覚える機会を失ってしまうのではないか心配」が 22.7％で最も多

く、次いで、「子どもの進学先や進路についての情報がない」が

19.7％、「子どもが保育園や学校などで楽しく過ごせているか心

配」が 18.9％である。 

・ 「特にない」は 30.7％。 

・ 国籍・出身地域別：ベトナムでは、「子どもが保育園や学校など

で楽しく過ごせているか心配」が 40.0％で最も多い。フィリピンで

は、「日本語で書かれた保育園や学校などのおたより、手紙の

内容がわからない」が 30.8％で最も多い。 
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Ⅲ．日本語について 

 

１．日本語の運用能力 

（４技能別） 

・ 充分な運用能力がない（「あまりできない」＋「全くできない」）

人は、４技能中「書く」で最も多く 26.6％、その他、「話す」で

16.6％、「読む」で 12.7％、「聞く」で 7.1％である。 

２．日本語学習の有無 

・ 現在日本語を学習している人は 47.3％。 

・ 年齢別：30歳未満では日本語学習者が７～８割程度。 

・ 国籍・出身地域別：ミャンマー、ベトナムでは日本語を学習して

いる人が多いが、韓国、台湾、ネパールでは比較的少ない。 

３．日本語の学習方法 

・ テレビ・ラジオの講座や通信教育などで独学している人が

69.4％を占める。その他の方法では、「大学や日本語学校で勉

強している」が 26.0％で最も多く、次いで、「職場で教えてもらっ

ている」が 23.2％である。 

４．日本語を学習していな

い理由 

・ 「日本語ができるから」が 60.4％で最も多い。その他、「勉強す

る時間がないから」が 26.3％である。 

 

Ⅳ．生活や区役所に関する情報の入手について 

 

１．練馬区の行政サービス

に係る情報の入手先 
・ 「区役所のホームぺージ（日本語版）」が 42.1％で最も多い。 

２．練馬区で生活する上で

欲しい情報 
・ 「地震や台風などの災害時の対応」が 46.7％で最も多い。 

３．日本語の会話や書類・

文章を理解するための方

法 

① 会話 

・ 「無料の通訳アプリケーション（Google翻訳など）を使っている」

が 51.9％で最も多い。その他、「相手にゆっくり話してもらう、や

さしい表現にしてもらう」が 26.9％である。 

・ 「特にない（日本語で会話できる）」は 32.8％である。 

② 書類・文書 

・ 「無料の翻訳アプリケーション（Google翻訳など）を使っている」

が 58.7％で最も多い。その他、「日本人の家族・親族・友人・知

人に翻訳してもらう」が 20.4％、「辞書を使う」が 20.1％である。 

・ 「特にない（日本語が読める）」は 27.7％である。 
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Ⅴ．住居について 

 

１．住居の種別 
・ 現在、「集合住宅（賃貸）」に住んでいるという人が 46.7％で最

も多い。 

２．住居探しの方法 
・ 「不動産業者の紹介」が 37.4％で最も多く、次いで、「インター

ネット」が 26.3％である。 

３．住居を探すに当たって

困ったこと 

・ 「特にない」が 44.3％である。 

・ 困ったこととしては、「敷金・礼金、管理費など家賃以外にかか

るお金が高かった」が 25.6％、「外国人であることを理由に住む

ことを断られた」が 24.1％で多い。 

 

Ⅵ．医療について 

 

１．主に利用している病院・

クリニックの所在地 

・ 「区内の病院・クリニック」が 52.0％で最も多く、「どちらかといえ

ば区内の病院・クリニック」が 21.0％である。 

２．医師や看護師とのコミュ

ニケーション方法 

・ 「自分でコミュニケーションしている」が 87.3％を占める。その

他、「日本語が話せる家族や親族を連れていく」が 16.6％、「通

訳アプリや翻訳機を使っている」が 10.7％である。 

３．病院やクリニックを利用

するに当たって、困ったり

不満に思ったりしたことや

不安に感じたこと 

・ 「特にない」が 56.9％である。 

・ 困ったこと、不満や不安としては、「どの病院・クリニックに行け

ばいいのかわからなかった」が 25.8％で最も多い。 

・ 練馬区での在住期間別：３年未満では３人に１人程度が「どの

病院・クリニックに行けばいいのかわからなかった」と回答。 

 

Ⅶ．介護について 

 

１．介護サービスの受給の

有無 

・ 回答者本人または家族の中に介護サービスの受給者がいる人

は 4.0％である。 

・ 年齢別：60代で 12.1％、70歳以上では 20.3％に介護サービス

の受給者がいる。 

２．介護サービス事業所職

員とのコミュニケーション

方法 

・ 現在または将来、介護サービスを利用する際のサービス事業

所職員とのコミュニケーション方法については、「自分でコミュニ

ケーションをする」が 74.5％で最も多い。その他、「日本語が話

せる家族や親族を連れていく」が 18.9％、「通訳アプリ・翻訳機

を使う」が 15.3％である。 

３．介護サービスを利用す

る際に困ったり不安に

思ったりすること 

・ 現在または将来、回答者やその家族が介護サービスを利用す

る際に、困ることや不安があるかについては、「特にない」が

43.9％である。 

・ 困ることや不安に思うこととしては、「介護サービスの利用方法

がわからない」が 37.0％で最も多い。 
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Ⅷ．仕事について 

 

１．現在の雇用形態 
・ 「正社員（一般）」が30.4％で最も多く、次いで、「パート・アルバ

イト（学生以外）」が 11.7％である。 

２．従事している業種等 
・ 「情報通信の仕事」が 17.0％で最も多く、次いで、「一般事務の

仕事」が 12.9％である。 

３．勤務地 
・ 練馬区で働いている人は 29.1％であり、千代田区、中央区、

港区および新宿区で働いている人が 33.4％である。 

４．働く上で困ったり不満に

思ったりしていること 

・ 「特にない」が 56.2％である。 

・ 困ることや不満に思うこととしては、「日本人に比べて給料が安

い」が 13.0％で最も多い。 

５．就職活動を行う際に

困ったこと（現在または

過去３年間に就職活動を

した人） 

・ 「特にない」が 49.5％である。 

・ 困ったこととしては、「日本語能力に不安がある」が 29.5％で最

も多い。 

 

Ⅸ．防災について 

 

１．災害への備え 
・ 「食べ物や飲み水を準備している」が 60.8％で最も多い。 

・ 「特に何もしていない」は 15.2％である。 

２．練馬区役所に望む災害

対策 

・ 「避難場所についての案内板などの内容をわかりやすくして、

数を増やす」が 52.5％で最も多い。 
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Ⅹ．地域での交流について 

 

１．近所に住む日本人との

つきあいの程度 
・ 「あいさつをする程度」が 52.4％で最も多い。 

２．外国人同士で相談や情

報交換を行うグループへ

の参加状況 

・ 外国人同士で相談や情報交換を行うグループに参加している

という人は 21.8％である。 

・ 年齢別：30～50代では４人に１人が参加。 

・ 国籍・出身地域別：アメリカ、フィリピンでは、参加率が３～４割

と高い。 

３．外国人同士で相談や情

報交換を行うグループへ

の参加者 

・ 「自分と国籍が同じ人」が 67.9％で最も多く、次いで、「職場・

学校が同じ人」が 36.6％である。 

４．地域の交流イベントへ

の参加の有無・意向 

・ 区役所が開催する地域の日本人や外国人との交流イベントに

「参加したことがある」人は 5.9％であり、また、「参加したことはな

いが、時間と場所などが合えば参加したい」は 38.7％である。 

・ 国籍・出身地域別：「参加したことはないが、時間と場所などが

合えば参加したい」はベトナム、アメリカでは５～６割だが、韓

国、フィリピン、ミャンマーでは３割程度である。 

・ 練馬区での在住期間別：３年未満では「参加したことはない

が、時間と場所などが合えば参加したい」が半数を占める。 

５．地域のボランティア活

動への参加意向 

・ 「参加したい」が 46.2％である。 

・ 国籍・出身地域別：ネパール、アメリカ、ベトナムでは「参加した

い」が５～６割である。 

 

Ⅺ．練馬区での生活について 

 

１．練馬区で生活する上で

困ったり不満に思ったり

したこと 

・ 「特にない」が 53.2％である。 

・ 困ったことや不満に思ったこととしては、「税金に関すること」が

18.7％で最も多く、次いで、「健康保険や年金など社会保険に

関すること」が 16.2％である。 

２．練馬区の住みやすさ 

・ 練馬区は住みやすい（「非常に住みやすい」＋「まあまあ住み

やすい」）と考える人は 79.0％、住みにくい（「やや住みにくい」

＋「非常に住みにくい」）と考える人は 1.3％である。 

・ 居住地区別：住みやすいと考える人の割合は、光が丘地区で

最も高い。 
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n=2,130
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第２章 調査結果                                     
 

Ⅰ．回答者の基本属性について 
 

１．年齢 

 

回答者の年齢は、30代が29.7％で最も多く、30歳未満で約３割（29.3％）、40歳未満では約６

割（59.0％）となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、40 歳未満の割合はベトナム（90.0％）、ミャンマー(89.6％)で約９

割、ネパールで約８割（78.2％）を占める。特に、ベトナムは、３人に２人程度（63.9％）が 30 歳未

満であり、若年層の割合が非常に高い構成となっている。 

一方、韓国（57.9％）、フィリピン（55.5％）、アメリカ（55.8％）では 40 歳以上が過半数を占めて

いる。 

 

図Ⅰ－１．年齢（国籍・出身地域別） 
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国籍 人数 % 国籍 人数 % 国籍 人数 %

合計 252 11.8 ナイジェリア 4 0.2 ポルトガル 1 0.1
フランス 20 0.9 ガーナ 4 0.2 ノルウェイ 1 0.1

スリランカ 20 0.9 カンボジア 3 0.1 フィンランド 1 0.1

インド 17 0.8 イラン 3 0.1 アイルランド 1 0.1
モンゴル 15 0.7 シンガポール 2 0.1 ウクライナ 1 0.1

ロシア 14 0.7 オランダ 2 0.1 カザフスタン 1 0.1
ブラジル 13 0.6 スウェーデン 2 0.1 アフガニスタン 1 0.1

カナダ 13 0.6 ハンガリー 2 0.1 エジプト 1 0.1
マレーシア 11 0.5 ブルガリア 2 0.1 イスラエル 1 0.1

バングラデシュ 10 0.5 ベラルーシ 2 0.1 チュニジア 1 0.1
オーストラリア 9 0.4 トルコ 2 0.1 ブルキナファソ 1 0.1

ドイツ 8 0.4 モロッコ 2 0.1 ジンバブエ 1 0.1
スペイン 8 0.4 ニュージーランド 2 0.1 ペルー 1 0.1

コロンビア 8 0.4 アルゼンチン 2 0.1 チリ 1 0.1
イタリア 6 0.3 パラグアイ 2 0.1 ウルグアイ 1 0.1

パキスタン 6 0.3 ボリビア 2 0.1 ジャマイカ 1 0.1
ポーランド 4 0.2 スイス 1 0.1 無回答 10 0.5

メキシコ 4 0.2 ベルギー 1 0.1

n=2,130

中国

39.2%

韓国

14.4%

ベトナム

7.6%

フィリピン

6.9%

台湾

5.0%

ミャンマー

4.0%

ネパール

3.7%

アメリカ

2.9%

タイ

1.7%

インドネシア

1.6%
イギリス

1.2%

その他

11.8%

２．国籍・出身地域 

 

国籍・出身地域は、「中国」が 39.2％で最も多く、次いで、「韓国」（14.4％）、「ベトナム」

（7.6％）、「フィリピン」（6.9％）、「台湾」（5.0％）、「ミャンマー」（4.0％）、「ネパール」（3.7％）の順と

なっている。 

 

図Ⅰ－２．国籍・出身地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅰ－１．「その他」の国籍 
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n=2,130

男性 女性 その他 無回答

42.0

41.5

41.5

34.2

21.2

27.1

31.4

46.2

70.5

57.3

56.6

57.9

57.5

61.5

75.3

71.0

68.6

50.0

29.5

41.3

0.3

0.1

0.3

0.7

0.9

0.9

1.1

0.5

0.7

4.3

2.7

0.9

3.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

n=2,130

1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満

5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 無回答

10.2

20.9

15.9

24.5

7.0

11.6

23.6

18.4

21.4

13.6

21.5

10.8

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本での在住期間

練馬区での在住期間

３．性別 

 

図Ⅰ－３．性別（国籍・出身地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．日本および練馬区での在住期間 

 

図Ⅰ－４．日本および練馬区での在住期間 
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n=2,130

1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満

5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 無回答

20.9

21.5

12.4

26.1

11.6

18.7

44.2

30.8

11.5

22.6

24.5

22.9

17.3

41.6

16.4

21.5

33.7

28.2

29.5

26.9

11.6

10.9

13.7

14.9

5.5

14.0

9.3

17.9

8.2

11.7

18.4

20.7

19.6

14.3

18.5

22.5

9.3

20.5

21.3

13.5

13.6

12.8

25.3

1.9

23.3

9.3

2.3

1.3

11.5

13.8

10.8

11.0

11.4

24.0

14.0

1.2

18.0

11.5

0.3

0.2

0.3

1.2

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

５．練馬区での在住期間 

 

練馬区での在住期間は、５年未満が過半数の 57.0％、５年以上 10年未満が 18.4％、10年以

上が 24.4％となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、５年未満と比較的最近練馬区に住むようになった人は、ミャン

マー（87.2％）、ベトナム（82.6％）で８割以上を占め、また、ネパールでも 76.9％を占めている。 

一方、フィリピンでは 10 年以上の長期間、区に居住している人が約半数（47.3％）となってい

る。また、韓国でも 10年以上が 36.7％と比較的高くなっている。 

 

図Ⅰ－５．練馬区での居住期間（国籍・出身地域別） 
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n=2,130

永住者 技術・人文知識・国際業務 留学 日本人の配偶者等 家族滞在

技能実習 特定活動 定住者 特定技能 高度専門職 経営・管理

技能 その他 無回答

32.2

36.8

41.2

6.2

46.6

38.3

1.2

2.6

27.9

32.1

20.5

17.0

26.1

23.6

6.2

29.9

27.9

20.5

23.0

23.2

14.0

20.6

4.2

16.8

2.1

8.4

12.8

21.8

1.6

12.9

7.1

5.4

5.6

3.7

13.7

8.4

1.2

21.3

11.7

6.9

6.0

9.8

8.1

4.1

1.9

5.8

32.1

6.6

3.2

2.8

0.1

18.6

6.8

4.7

2.6

3.7

2.8

1.3

4.2

3.4

5.6

17.4

1.3

1.6

2.0

2.5

2.3

1.6

11.0

1.9

2.3

1.3

4.9

1.7

2.5

0.5

16.8

2.1

10.5

3.8

2.3

2.4

3.9

1.3

0.6

0.9

3.5

1.3

8.2

1.1

1.5

2.9

1.6

1.2

2.6

0.3

1.1

1.0

0.3

2.5

0.9

3.5

5.1

0.6

3.4

2.0

3.3

3.1

4.1

3.7

8.1

2.6

4.9

5.2

0.3

0.2

0.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

６．在留資格 

 

「永住者」が 32.2％と最も多く、次いで、「技術・人文知識・国際業務」（20.5％）、「留学」

（14.0％）となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、「永住者」は、フィリピンで半数近い46.6％を占め、また、韓国でも

41.2％と高くなっている。 

「技術・人文知識・国際業務」は、ミャンマー（27.9％）とベトナム（23.6％）で最も多い在留資格

となっている。 

「留学」は、ネパール（21.8％）と中国（20.6％）で２割と他の国籍・出身地域に比べて高くなっ

ている。 

「日本人の配偶者等」は、アメリカで２割（21.3％）となっている。また、フィリピンでは 13.7％で

あり、「永住者」に次いで多くなっている。 

「家族滞在」はネパールでは３人に１人程度（32.1％）と最も多い在留資格である。 

「技能実習」はベトナム（18.6％）で、「特定活動」はミャンマー（17.4％）で多く、いずれも他の

国籍・出身地域を 10ポイント以上上回っている。 

 

図Ⅰ－６．在留資格（国籍・出身地域別） 
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n=2,130

練馬地区 石神井地区 大泉地区 光が丘地区 無回答

37.4

35.0

30.7

46.0

30.7

44.9

68.6

51.3

36.1

35.5

28.2

34.3

19.9

20.5

24.7

29.9

12.8

29.5

31.1

28.4

12.1

10.5

9.2

15.5

28.1

8.4

7.0

13.1

14.9

22.1

20.2

39.5

18.0

15.1

16.8

11.6

19.2

19.7

21.2

0.2

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

７．居住地区 

 

「練馬地区」が 37.4％で最も多く、その他、「石神井地区」（28.2％）、「光が丘地区」（22.1％）、

「大泉地区」（12.1％）の順となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、韓国では「光が丘地区」が約４割（39.5％）で最も多い。 

フィリピンでは、「大泉地区」に住む人が約３割（28.1％）で、他の国籍・出身地域を 10 ポイント

以上上回っており、「練馬地区」（30.7％）と並んで多くなっている。 

ミャンマーでは、「練馬地区」に住む人が約７割（68.6％）を占め、また、ネパールでも半数

（51.3％）を占めている。 

 

図Ⅰ－７．居住地区（国籍・出身地域別） 
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n=2,130 (%)

48.5

43.4

34.0

31.6

25.8

24.0

22.9

16.6

12.5

11.8

4.3

3.2

1.5

1.4

5.3

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0

住むときの環境が良い

仕事・通勤に便利

都心よりも家賃がやすい

犯罪が少なく安全

家族・友人・知人が住んでいる

みどりが多い、農地が多い

日本(文化、生活、環境など)に関心がある

子育てをしやすい

日本食など、食事がおいしい

福祉・医療環境が良い

持っている仕事の技術を活かせる

仕事の技術を身につけられる

日本で生まれた

給料が高い

その他

無回答

８．練馬区に住む理由 

 

 

 

練馬区に住む理由として「住むときの環境が良い」を挙げた人が半数近くの 48.5％で最も多く、

次いで、「仕事・通勤に便利」が 43.4％となっている。その他、「都心よりも家賃がやすい」

（34.0％）、「犯罪が少なく安全」（31.6％）を挙げた人も３割以上となっている。 

 

図Ⅰ－８．練馬区に住む理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７．練馬区
ね り ま く

に住
す

む理
り

由
ゆう

はなんですか。（☑はいくつでも） 
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n=2,130

一緒に住んでいる人はいない（ひとり暮らし） 同居者がいる 無回答

30.8

31.3

31.0

34.2

23.3

37.4

45.3

17.9

16.4

30.7

68.5

67.8

68.6

65.2

76.0

62.6

52.3

82.1

83.6

68.5

0.7

0.8

0.3

0.6

0.7

2.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

９．同居者 

 

 

 

現在、同居者のいる人が約７割（68.5％）、一人暮らしをしている人が３割（30.8％）となってい

る。 

国籍・出身地域別に見ると、ミャンマーでは一人暮らしが半数近い 45.3％である。一方、アメリ

カ（83.6％）とネパール（82.1％）では家族等の同居者のいる人が８割以上となっている。 

 

図Ⅰ－９．同居者の有無（国籍・出身地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８．あなたが現在
げんざい

一緒
いっしょ

に住
す

んでいる人
ひと

は誰
だれ

ですか。（☑はいくつでも） 
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n=1,459 (%)

41.0

35.0

28.4

16.6

10.3

3.9

3.6

1.3

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0

自分と同じ国籍の配偶者・パートナー

日本人の配偶者・パートナー

日本以外の国籍の子ども

日本国籍の子ども

友人・知人

自分または配偶者・パートナーの親

その他の親族

自分と国籍が違う日本人ではない配偶者・パートナー

その他

(上段：人、下段：%)
全
体

自
分
と
同
じ
国
籍
の

配
偶
者
・
パ
ー

ト

ナ
ー

日
本
人
の
配
偶
者
・

パ
ー

ト
ナ
ー

日
本
以
外
の
国
籍
の

子
ど
も

日
本
国
籍
の
子
ど
も

友
人
・
知
人

自
分
ま
た
は
配
偶

者
・
パ
ー

ト
ナ
ー

の

親 そ
の
他
の
親
族

自
分
と
国
籍
が
違
う

日
本
人
で
は
な
い
配

偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー

そ
の
他

無
回
答

1,459 598 511 414 242 151 57 53 19 47 15
100.0 41.0 35.0 28.4 16.6 10.3 3.9 3.6 1.3 3.2 1.0

567 292 155 213 75 43 25 28 5 6 7
100.0 51.5 27.3 37.6 13.2 7.6 4.4 4.9 0.9 1.1 1.2

210 111 67 79 35 4 9 8 2 7 1
100.0 52.9 31.9 37.6 16.7 1.9 4.3 3.8 1.0 3.3 0.5

105 37 12 27 5 47 - 1 - 8 1
100.0 35.2 11.4 25.7 4.8 44.8 - 1.0 - 7.6 1.0

111 12 59 13 22 3 8 3 3 15 1
100.0 10.8 53.2 11.7 19.8 2.7 7.2 2.7 2.7 13.5 0.9

67 17 36 9 19 7 2 3 - 1 0

100.0 25.4 53.7 13.4 28.4 10.4 3.0 4.5 - 1.5 -
45 22 1 6 - 17 1 2 - 2 2

100.0 48.9 2.2 13.3 - 37.8 2.2 4.4 - 4.4 4.4
64 45 5 28 1 10 4 - 1 3 0

100.0 70.3 7.8 43.8 1.6 15.6 6.3 - 1.6 4.7 -
51 12 33 14 14 - - 4 2 1 0

100.0 23.5 64.7 27.5 27.5 - - 7.8 3.9 2.0 -
239 50 143 25 71 20 8 4 6 4 3

100.0 20.9 59.8 10.5 29.7 8.4 3.3 1.7 2.5 1.7 1.3

ベトナム

韓国

中国

全体

その他

アメリカ

ミャンマー

台湾

ネパール

フィリピン

同居者がいる場合、「自分と同じ国籍の配偶者・パートナー」と一緒に住んでいる人が 41.0％

であり、「日本人の配偶者・パートナー」と同居している人が 35.0％である。また、子どもが一緒に

住んでいる場合は、「日本以外の国籍の子ども」が 28.4％であり、「日本国籍の子ども」と住んで

いるという人は 16.6％のみとなっている。また、「自分または配偶者・パートナーの親」と同居して

いる人は 3.9％にとどまる。 

 

図Ⅰ－10．同居者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国籍・出身地域別に見ると、アメリカ（64.7％）、台湾（53.7％）、フィリピン（53.2％）では、「日本

人の配偶者・パートナー」と同居している人が過半数となっており、「自分と同じ国籍の配偶者・

パートナー」と同居している人を大きく上回っている。 

ネパールでは、７割（70.3％）の人が同じネパール人の配偶者・パートナーと暮らしており、ま

た、「日本以外の国籍の子ども」と同居している人も 43.8％と高くなっている。 

ベトナムでは、「友人・知人」と同居している人が 44.8％で最も多い。 

 

表Ⅰ－２．同居者（国籍・出身地域別） 
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n=2,130

いる いない

5.6

1.9

2.3

3.6

6.3

8.9

16.3

16.9

94.4

98.1

97.7

96.4

93.7

91.1

83.7

83.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

年
齢
別

10．回答者またはその家族の障害の有無 

 

 

 

回答者本人または家族が障害を持っているという人は 5.6％である。 

年齢が高くなるにつれて、本人または家族に障害があるという人が増える傾向にあるが、特に、

60歳以上では 16～17％となっている。 

 

図Ⅰ－11．回答者またはその家族の障害の有無（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９．あなたや家族
か ぞ く

に障害
しょうがい

がある（あるかもしれない）人
ひと

はいますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=2,130

いる

28.8%

いない

71.2%

Ⅱ．子育て・教育について 
 

１．同居している 18歳以下の子どもの有無 

 

 

 

 

18歳以下の子どもと同居している人は約３割（28.8％）となっている。 

 

図Ⅱ－１．同居している 18歳以下の子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ10．あなたには、一緒
いっしょ

に住
す

んでいる 18歳
さい

以下
い か

の（2006年
ねん

４月
がつ

２日
ふ つ か

よりあとに生
う

ま

れた）子
こ

どもはいますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=613 (%)

35.2

14.8

10.6

9.8

8.2

8.2

6.9

6.5

5.9

4.7

2.3

2.1

1.5

0.2

10.3

2.1

0.0 20.0 40.0

公立の小学校

公立の中学校

公立の保育園

私立の保育園

私立の幼稚園

私立の高校

公立の高校

私立の中学校

インターナショナルスクール

私立の小学校

公立の幼稚園

その他の学校（専門学校など）

公立の学童クラブ

民間学童クラブ

通っていない

無回答

２．子どもの通学している学校 

 

 

 

 

18 歳以下の子どもと同居している場合の子どもの通っている学校については、「公立の小学

校」が 35.2％で最も多く、次いで、「公立の中学校」（14.8％）、「公立の保育園」（10.6％）となって

いる。子どもを「インターナショナルスクール」に通わせている人は 5.9％である。 

 

図Ⅱ－２．子どもの通学している学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10－１．あなたの子
こ

どもが、現
げん

在
ざい

通
かよ

っている学
がっ

校
こう

など(保育
ほ い く

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、小学校
しょうがっこう

、学童
がくどう

クラブ
く ら ぶ

、中学校
ちゅうがっこう

、高校
こうこう

など)はどれですか。（☑はいくつでも） 
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n=613 (%)

22.7

19.7

18.9

17.5

17.3

14.7

13.5

10.9

9.1

9.0

7.2

7.2

7.2

6.4

5.1

2.4

2.1

5.2

30.7

1.6

0.0 20.0 40.0

日本で暮らすことにより、子どもが自国(母国)の言葉や文化

を覚える機会を失ってしまうのではないか心配

子どもの進学先や進路についての情報がない

子どもが保育園や学校などで楽しく過ごせているか心配

子どもに友だちができるか心配

子どもの日本語がうまくなるか心配

他の保護者と関わることがむずかしい

子どもに勉強を教えることができない

子育て、教育でわからないことがあったときに

相談できる人や相談できる場所を知らない

日本語で書かれた保育園や学校などの

おたより、手紙の内容がわからない

保育園、幼稚園や学校、学童クラブへ

入るための手続がわからない

保育園や学校などのルールや行事がわからない

保育園や学校などの先生と

会話やコミュニケーションをすることがむずかしい

日本語を教えてくれる人や場所が少ない

子どもが日本の環境・文化に慣れるか心配

自然災害などにより保育園や学校などが

急に休みになっても、案内が日本語なのでわからない

子どもに障害がある(あるかもしれない)ため心配

保育園や学校などから英語で書かれた連絡帳やおたよりを

もらうことがあるが、ポイントがわかりにくいので、読みにくい

その他

特にない

無回答

３．子育てや教育に関し心配なことや困っていること 

 

 

 

同居している18歳以下の子どもの子育て・教育に係る心配事、困っていることとしては、「日本

で暮らすことにより、子どもが自国(母国)の言葉や文化を覚える機会を失ってしまうのではないか

心配」が22.7％で最も多い。その他、「子どもの進学先や進路についての情報がない」（19.7％）、

「子どもが保育園や学校などで楽しく過ごせているか心配」（18.9％）、「子どもに友だちができる

か心配」（17.5％）、「子どもの日本語がうまくなるか心配」（17.3％）を挙げた人が多くなっている。 

また、１割（10.9％）の人が、「子育て、教育でわからないことがあったときに相談できる人や相

談できる場所を知らない」と回答している。 

一方、「特にない」と回答した人は３割（30.7％）となっている。 

 

図Ⅱ－３．子育てや教育に関し心配なことや困っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10－２．子
こ

育
そだ

てや教育
きょういく

で心配
しんぱい

なこと、困
こま

っていることは何
なん

ですか。（☑はいくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全

体

日

本

で

暮

ら

す

こ

と

に

よ

り

、
子

ど

も

が

自

国

(

母

国

)

の

言

葉

や

文

化

を

覚

え

る

機

会

を

失

っ
て

し

ま

う

の

で

は

な

い

か

心

配

子

ど

も

の

進

学

先

や

進

路

に

つ

い

て

の

情

報

が

な

い

子

ど

も

が

保

育

園

や

学

校

な

ど

で

楽

し

く

過

ご

せ

て

い

る

か

心

配

子

ど

も

に

友

だ

ち

が

で

き

る

か

心

配 子

ど

も

の

日

本

語

が

う

ま

く

な

る

か

心

配

他

の

保

護

者

と

関

わ

る

こ

と

が

む

ず

か

し

い

子

ど

も

に

勉

強

を

教

え

る

こ

と

が

で

き

な

い

子

育

て

、
教

育

で

わ

か

ら

な

い

こ

と

が

あ

っ
た

と

き

に

相

談

で

き

る

人

や

相

談

で

き

る

場

所

を

知

ら

な

い 日

本

語

で

書

か

れ

た

保

育

園

や

学

校

な

ど

の

お

た

よ

り

、
手

紙

の

内

容

が

わ

か

ら

な

い

保

育

園

、
幼

稚

園

や

学

校

、
学

童

ク

ラ

ブ

へ

入

る

た

め

の

手

続

が

わ

か

ら

な

い

613 139 121 116 107 106 90 83 67 56 55

100.0 22.7 19.7 18.9 17.5 17.3 14.7 13.5 10.9 9.1 9.0

268 61 60 49 52 48 29 37 28 7 18

100.0 22.8 22.4 18.3 19.4 17.9 10.8 13.8 10.4 2.6 6.7

90 26 25 12 9 9 12 6 11 3 4

100.0 28.9 27.8 13.3 10.0 10.0 13.3 6.7 12.2 3.3 4.4

35 9 6 14 12 10 8 4 8 4 6

100.0 25.7 17.1 40.0 34.3 28.6 22.9 11.4 22.9 11.4 17.1

39 4 6 6 5 6 11 11 5 12 4

100.0 10.3 15.4 15.4 12.8 15.4 28.2 28.2 12.8 30.8 10.3

27 5 2 6 4 3 2 3 1 2 4

100.0 18.5 7.4 22.2 14.8 11.1 7.4 11.1 3.7 7.4 14.8

6 3 0 0 0 1 0 2 2 0 0

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0

30 8 6 9 7 11 4 7 3 8 6

100.0 26.7 20.0 30.0 23.3 36.7 13.3 23.3 10.0 26.7 20.0

22 2 4 3 3 7 5 2 1 4 2

100.0 9.1 18.2 13.6 13.6 31.8 22.7 9.1 4.5 18.2 9.1

96 21 12 17 15 11 19 11 8 16 11

100.0 21.9 12.5 17.7 15.6 11.5 19.8 11.5 8.3 16.7 11.5

保

育

園

や

学

校

な

ど

の

ル
ー

ル

や

行

事

が

わ

か

ら

な

い

保

育

園

や

学

校

な

ど

の

先

生

と

会

話

や

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

を

す

る

こ

と

が

む

ず

か

し

い

日

本

語

を

教

え

て

く

れ

る

人

や

場

所

が

少

な

い

子

ど

も

が

日

本

の

環

境

・

文

化

に

慣

れ

る

か

心

配

自

然

災

害

な

ど

に

よ

り

保

育

園

や

学

校

な

ど

が

急

に

休

み

に

な

っ
て

も

、

案

内

が

日

本

語

な

の

で

わ

か

ら

な

い

子

ど

も

に

障

害

が

あ

る

(

あ

る

か

も

し

れ

な

い

)

た

め

心

配

保

育

園

や

学

校

な

ど

か

ら

英

語

で

書

か

れ

た

連

絡

帳

や

お

た

よ

り

を

も

ら

う

こ

と

が

あ

る

が

、
ポ

イ

ン

ト

が

わ

か

り

に

く

い

の

で

、
読

み

に

く

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

44 44 44 39 31 15 13 32 188 10

7.2 7.2 7.2 6.4 5.1 2.4 2.1 5.2 30.7 1.6

15 10 15 11 4 5 3 12 80 5

5.6 3.7 5.6 4.1 1.5 1.9 1.1 4.5 29.9 1.9

6 2 10 5 2 0 0 5 29 2

6.7 2.2 11.1 5.6 2.2 0.0 0.0 5.6 32.2 2.2

5 5 2 2 2 0 2 1 9 0

14.3 14.3 5.7 5.7 5.7 0.0 5.7 2.9 25.7 0.0

3 5 5 2 9 3 3 2 14 1

7.7 12.8 12.8 5.1 23.1 7.7 7.7 5.1 35.9 2.6

0 1 1 0 0 2 0 1 7 0
0.0 3.7 3.7 0.0 0.0 7.4 0.0 3.7 25.9 0.0

1 1 0 2 1 0 0 0 1 0

16.7 16.7 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

3 6 3 8 5 1 2 1 6 1

10.0 20.0 10.0 26.7 16.7 3.3 6.7 3.3 20.0 3.3

2 3 3 0 1 0 0 2 8 0

9.1 13.6 13.6 0.0 4.5 0.0 0.0 9.1 36.4 0.0

9 11 5 9 7 4 3 8 34 1

9.4 11.5 5.2 9.4 7.3 4.2 3.1 8.3 35.4 1.0

アメリカ

その他

韓国

ベトナム

フィリピン

台湾

ミャンマー

ネパール

ベトナム

韓国

中国

全体

全体

台湾

フィリピン

中国

その他

アメリカ

ネパール

ミャンマー

次に、国籍・出身地域別に見ると、ベトナムでは、「子どもが保育園や学校などで楽しく過ごせ

ているか心配」（40.0％）や「子どもに友だちができるか心配」（34.3％）を挙げる人が多く、学校で

の子どもと周囲との関係について心配している人が多くなっている。 

フィリピンでは、「日本語で書かれた保育園や学校などのおたより、手紙の内容がわからない」

（30.8％）、「他の保護者と関わることがむずかしい」（28.2％）、「子どもに勉強を教えることができ

ない」（28.2％）が多く、また、「自然災害などにより保育園や学校などが急に休みになっても、案

内が日本語なのでわからない」（23.1％）も比較的多い。日本語が不自由で学校とのコミュニケー

ションが上手くできないことや、保護者同士の関係などについて心配や問題を感じている人が多

いことが分かる。 

 

表Ⅱ－１．子育てや教育に関し心配なことや困っていること（国籍・出身地域別） 
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n=2,130

不自由なくできる やさしい日本語ならば聞き取れる/読める、だいたい話せる/書ける

あまりできない 全くできない 無回答

52.2

41.4

43.5

30.2

40.0

41.0

42.4

41.4

5.5

14.9

9.5

21.2

1.6

1.7

3.2

5.4

0.7

1.0

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞く

話す

読む

書く

Ⅲ．日本語について 
 

１．日本語の運用能力（４技能別） 

 

 

 

日本語の運用能力を４技能別に見ると、充分な運用能力のない（「あまりできない」＋「全くで

きない」）人は、「書く」では４人に１人（26.6％）と多くなっている。 

また、「話す」（16.6％）、「読む」（12.7％）でも１割を超える人が充分な運用能力がないと回答

している。 

「聞く」については、ほとんどが「不自由なく聞き取れる」または「やさしい日本語ならば聞き取

れる」と回答しており、また、「不自由なく聞き取れる」（52.2％）という人が半数を超えているが、充

分な運用能力がないという人も 1割弱（7.1％）となっている。 

 

図Ⅲ－１．日本語の運用能力（４技能別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「やさしい日本語」とは、難しい単語を言い換えたり、漢字をひらがなに直したりした分かりやすい日本語

を指す。 

 

 

 

Ｑ11．あなたはどれくらい日
に

本
ほん

語
ご

ができますか。 
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n=2,130

不自由なく聞き取れる やさしい日本語ならば聞き取れる

あまり聞き取れない まったく聞き取れない 無回答

40.0

57.7

46.6

37.2

37.2

33.9

35.5

47.5

39.4

11.8

57.1

69.9

26.2

68.6

51.3

42.6

40.1

5.5

5.8

5.1

5.1

6.8

4.7

6.4

8.5

5.6

0.7

8.7

6.2

1.9

3.5

11.5

8.2

7.7

1.6

3.8

0.7

1.3

1.7

2.7

2.8

3.4

1.6

1.9

2.1

1.9

3.3

3.2

0.7

0.3

0.6

0.2

1.6

2.1

1.7

0.5

0.3

1.2

0.7

1.2

2.6

1.1

52.2

32.7

47.3

55.8

54.1

57.2

53.2

39.0

53.0

87.3

31.1

21.2

70.1

26.7

34.6

45.9

47.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

92.2 7.1

90.4 9.6

93.9 5.8

93.0 6.3

91.3 8.5

91.1 7.4

88.7 9.2

86.5 11.9

92.4 7.2

99.1   0.7

88.2 10.6

91.1 8.2

96.3 3.7

95.3 3.5

85.9 11.5

88.5 11.5

88.0 10.9

「
で
き
な
い
」

「
で
き
る
」

① 聞く 

 

「聞く」能力について、年齢別に見ると、概ね、年齢が高くなるにつれて、「できる」（「不自由な

く聞き取れる」＋「やさしい日本語ならば聞き取れる」）が微減し、「できない」（「あまり聞き取れな

い」＋「まったく聞き取れない」）が微増する傾向にあり、70 歳以上では「できない」という人が

11.9％となっている。 

また、「不自由なく聞き取れる」は 30～60 代では過半数となっているが、18～19 歳（32.7％）と

70歳以上（39.0％）では４割以下となっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ベトナム（10.6％）、ネパール（11.5％）、アメリカ（11.5％）で

は１割の人が「できない」と回答している。一方で、「不自由なく聞き取れる」は、韓国で 87.3％、台

湾では 70.1％を占めており、中国でも過半数の 53.0％となっている。 

 

図Ⅲ－２．日本語の運用能力（「聞く」、年齢、国籍・出身地域別） 
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n=2,130

不自由なく話せる だいたい話せる

あまり話せない まったく話せない 無回答

41.4

23.1

30.5

45.8

47.1

49.0

45.4

33.9

41.6

77.1

18.0

22.6

59.8

15.1

19.2

31.1

35.5

41.0

44.2

51.8

37.4

37.4

33.1

39.0

33.9

42.5

20.6

46.0

58.9

31.8

61.6

55.1

37.7

40.7

14.9

30.8

15.9

14.6

12.8

12.8

10.6

27.1

12.9

1.6

32.3

15.1

5.6

22.1

25.6

24.6

20.1

1.7

1.9

1.0

1.9

1.9

2.3

2.8

2.0

1.2

2.1

1.9

4.9

2.9

1.0

0.7

0.3

0.7

2.7

2.1

5.1

1.0

0.7

2.5

1.4

0.9

1.2

1.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

82.4 16.6 

67.3 32.7 

82.3 16.9 

83.2 16.5 

84.5 14.7 

82.1 15.2 

84.4 13.5 

67.8 27.1 

84.1 15.0 

97.7  1.6 

64.0 33.5 

81.5 17.1 

91.6  7.5 

76.7 22.1 

74.3 25.6 

68.8 29.5 

76.2 22.9 

「
で
き
な
い
」

「
で
き
る
」

② 話す 

 

「話す」能力について、年齢別に見ると、「できない」（「あまり話せない」＋「まったく話せない」）

が 18～19 歳（32.7％）と 70 歳以上（27.1％）で３割程度と多くなっており、他の世代の約２倍の割

合となっている。 

一方、「不自由なく話せる」という人は 30～60 代では半数弱であるが、20 代（30.5％）と 70 歳

以上（33.9％）では３割程度、18～19歳では 23.1％と低くなっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ベトナムで３人に１人（33.5％）、アメリカで約３割（29.5％）

の人が「できない」と回答している。一方で、「不自由なく話せる」は、韓国で８割近い 77.1％、台

湾では約６割（59.8％）を占めている。 

 

図Ⅲ－３．日本語の運用能力（「話す」、年齢、国籍・出身地域別） 
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n=2,130

不自由なく読める やさしい日本語ならば読める

あまり読めない まったく読めない 無回答

43.5

30.8

38.0

51.7

44.0

45.5

36.9

25.4

53.7

72.9

21.1

8.9

68.2

14.0

10.3

37.7

26.1

42.4

57.7

52.7

35.3

40.8

34.2

43.3

47.5

37.6

23.5

60.2

62.3

30.8

68.6

53.8

44.3

48.4

9.5

9.6

6.6

9.5

10.6

11.3

12.1

15.3

5.6

2.0

12.4

19.9

0.9

15.1

26.9

11.5

16.6

3.2

1.9

1.7

2.7

3.6

5.8

4.3

6.8

1.7

0.3

4.3

7.5

5.1

6.6

7.7

1.4

0.9

0.8

1.0

3.1

3.5

5.1

1.4

1.3

1.9

1.4

2.3

3.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

85.9 12.7 

88.5 11.5 

90.7   8.4 

87.0 12.2 

84.8 14.3 

79.7 17.1 

80.2 16.3 

72.9 22.0 

91.3   7.3 

96.4   2.3 

81.3 16.8 

71.2 27.4 

99.0  0.9 

82.6 15.1 

64.1 32.1 

82.0 18.0 

74.5 24.4 

「
で
き
な
い
」

「
で
き
る
」

③ 読む 

 

「読む」能力について、年齢別に見ると、「できない」（「あまり読めない」＋「まったく読めない」）

という人は年齢が高くなるにつれて増える傾向にあり、30 歳未満では１割程度であるが、70 歳以

上では２割（22.0％）となっている。 

一方、「不自由なく読める」という人は 30 代（51.7％）で最も高く半数を占めているが、18～19

歳では 30.8％、70歳以上では 25.4％と低くなっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ネパール（32.1％）とフィリピン（27.4％）では、「できない」と

という人が３割前後となっている。一方で、「不自由なく読める」という人は、韓国（72.9％）と台湾

（68.2％）では７割程度を占めており、中国でも過半数の 53.7％となっている。 

 

図Ⅲ－４．日本語の運用能力（「読む」、年齢、国籍・出身地域別） 
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n=2,130

不自由なく書ける だいたい書ける

あまり書けない まったく書けない 無回答

30.2

21.2

25.7

37.1

28.7

33.5

26.2

16.9

40.7

43.8

13.0

6.2

52.3

9.3

6.4

16.4

17.5

41.4

57.7

52.9

36.9

38.9

32.3

34.8

35.6

41.1

43.1

53.4

51.4

37.4

47.7

42.3

36.1

31.2

21.2

17.3

18.5

19.7

24.2

21.4

28.4

28.8

13.5

10.5

26.7

29.5

8.4

40.7

29.5

37.7

37.5

5.4

3.8

1.9

5.9

6.5

9.3

5.7

11.9

3.0

1.3

5.0

11.0

1.9

16.7

8.2

12.3

1.7

1.0

0.5

1.7

3.5

5.0

6.8

1.7

1.3

1.9

2.1

2.3

5.1

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

71.6 26.7 

78.9 21.2 

78.6 20.4 

74.0 25.5 

67.6 30.7 

65.8 30.7 

61.0 34.0 

52.5 40.7 

81.8 16.5 

86.9 11.8 

66.4 31.7 

57.6 40.4 

89.7 10.3 

57.0 40.7 

48.7 46.2 

52.5 45.9 

48.7 49.9 

「
で
き
な
い
」

「
で
き
る
」

④ 書く 

 

「書く」能力について、年齢別に見ると、「できない」（「あまり書けない」＋「まったく書けない」）

という人は年齢が高くなるにつれて増える傾向にあり、30 歳未満では２割であるが、70 歳以上で

は４割（40.7％）を占める。 

一方、「不自由なく書ける」という人は 30代で 37.1％と最も高いが、18～19歳では 21.2％と低

くなっており、70歳以上では 16.9％と２割を下回っている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、中国、台湾、韓国とそれ以外の国籍で差が大きくなってお

り、「できない」という人は中国、台湾、韓国では１～２割であるが、ベトナムでは３割（31.7％）、そ

れ以外の国籍では４～５割を占めている。 

一方で、「不自由なく書ける」という人は、中国、台湾、韓国では４～５割程度を占めているが、

それ以外の国籍では２割未満となっている。 

 

図Ⅲ－５．日本語の運用能力（「書く」、年齢、国籍・出身地域別） 
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n=2,130

はい いいえ 無回答

47.3

82.7

72.4

44.7

33.3

30.4

23.4

28.8

47.0

27.5

75.2

40.4

30.8

89.5

34.6

55.7

51.3

52.5

17.3

27.4

55.3

66.4

69.3

76.6

67.8

52.6

72.5

24.2

58.9

69.2

10.5

65.4

44.3

48.7

0.2

0.2

0.2

0.4

3.4

0.4

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

２．日本語学習の有無 

 

 

 

現在日本語を学習しているという人は、回答者の半数弱（47.3％）である。 

年齢別に見ると、特に低い年齢層で学習者が多く、18～19 歳で 82.7％、20 代で 72.4％の人

が現在日本語を学習している。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ミャンマーでは日本語の学習をしている人が約９割

（89.5％）に上り、また、ベトナムでも４人に３人（75.2％）が現在学習をしている。一方、韓国

（27.5％）、台湾（30.8％）では現在学習している人は約３割、ネパールでは３人に１人（34.6％）と

なっている。 

 

図Ⅲ－６．日本語学習の有無（年齢、国籍・出身地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ12．あなたは、現在
げんざい

、日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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(%)
n=1,007

69.4

26.0

23.2

18.9

11.5

8.0

7.1

5.7

2.4

4.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分で勉強している（テレビやラジオの講座、通信教育など）

大学や日本語学校で勉強している

職場で教えてもらっている

日本人の友人・知人から教えてもらっている

家族から教えてもらっている

自分と同じ国籍の友人・知人から教えてもらっている

ボランティアの日本語教室で勉強している

図書館で本を借りて勉強している

自分と国籍が違う日本人ではない友人・知人から教えてもらっている

その他

無回答

３．日本語の学習方法 

 

 

 

 

現在日本語を学習している人のその方法としては、テレビ・ラジオの講座や通信教育などで独

学しているという人が約７割（69.4％）を占める。 

その他の方法では、「大学や日本語学校で勉強している」が 26.0％で最も多く、次いで、「職

場で教えてもらっている」（23.2％）となっており、これらのどちらかのやり方で学んでいるという人

がそれぞれ２割以上となっている。 

また、「ボランティアの日本語教室で勉強している」という人は 7.1％となっている。 

 

図Ⅲ－７．日本語の学習方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ12－１．現在
げんざい

、あなたは、どのように日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していますか。 

（☑はいくつでも） 
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n=1,118 (%)

60.4

26.3

9.7

8.1

4.0

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日本語ができるから

勉強する時間がないから

勉強できる場所を知らないから

勉強するためのお金がないから

日本語を話す必要がないから

その他

４．日本語を学習していない理由 

 

 

 

 

現在日本語を学習していない人のその理由としては、「日本語ができるから」が６割（60.4％）

を占めている。その他、４人に１人（26.3％）が「勉強する時間がないから」と回答している。 

 

図Ⅲ－８．日本語を学習していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ12－２．現在
げんざい

、あなたが日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していない理由
り ゆ う

はどれですか。（☑はいくつ

でも） 
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n=2,130 (%)

42.1

25.3

20.6

17.1

16.4

14.7

14.0

10.2

8.5

7.6

7.5

6.9

5.9

5.1

4.5

3.4

1.9

1.6

1.3

2.5

3.6

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

区役所のホームページ(日本語版)

家族・親族

自分と同じ国籍の友人・知人

区役所の窓口(外国語相談以外)

日本人の友人・知人

SNS(X(旧Twitter)、LINE、Facebookなど)

区役所のホームページ(翻訳サービスを使った多言語版)

職場の人や学校の先生

練馬区わたしの便利帳

区役所以外のホームページ

練馬区くらしのガイド（外国語版便利帳）

区役所のホームページ

(やさしい日本語を使った外国人向けのページ)

区役所の外国語相談

ねりま区報（日本語版）

日本語の新聞・テレビ・ラジオ

自分と国籍が違う日本人ではない友人・知人

ねりま区報（翻訳アプリを使った多言語版）

母国語の新聞・テレビ・ラジオ

文化交流ひろば

その他

特に必要な情報はない

無回答

Ⅳ．生活や区役所に関する情報の入手について 
 

１．練馬区の行政サービスに係る情報の入手先 

 

 

 

 

区の行政サービスの内容や手続について知りたい時の情報の入手先としては、「区役所の

ホームぺージ（日本語版）」が 42.1％と最も多い。 

また、「家族、親族」（25.3％）、「自分と同じ国籍の友人・知人」（20.6％）、「日本人の友人・知

人」（16.4％）からの情報入手が多くなっている。 

その他、「区役所の窓口（外国語相談以外）」が 17.1％、「SNS」経由で入手している人は

14.7％となっている。 

 

図Ⅳ－１．練馬区の行政サービスに係る情報の入手先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ13．あなたは、練馬区
ね り ま く

役所
やくしょ

が行
おこな

っているサービス
さ ー び す

やその手続
てつづき

の方法
ほうほう

などを知
し

りたい

とき、どのような方法
ほうほう

で情報
じょうほう

を得
え

ていますか。（☑はいくつでも） 
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n=2,130 (%)

46.7

42.8

40.1

37.1

30.5

25.9

24.9

24.6

21.8

18.5

17.8

16.7

11.6

10.9

10.6

8.5

3.7

1.8

10.2

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0

地震や台風などの災害時の対応

病院、クリニックや医療の情報

税金の情報

健康保険や年金など社会保険の情報

祭りやスポーツ大会などのイベント情報

ごみの出し方やリサイクルの方法

住宅情報

文化・芸術の情報

仕事の情報

地域活動（町会・自治会など）の情報

ボランティア活動の情報

小学校・中学校・高校の情報

家庭での子育ての情報

保育園・幼稚園の情報

介護サービスの情報

妊娠・出産の情報

障害者サービスの情報

その他

特にない

無回答

２．練馬区で生活する上で欲しい情報 

 

 

 

 

練馬区で生活する上で欲しい情報としては、「地震や台風などの災害時の対応」が 46.7％で

最も多い。その他、「病院、クリニックや医療の情報」（42.8％）、「税金の情報」（40.1％）、「健康保

険や年金など社会保険の情報」（37.1％）について欲しいと考える人が多くなっている。 

 

図Ⅳ－２．練馬区で生活する上で欲しい情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ14．あなたは、練馬区
ね り ま く

での生活
せいかつ

についてどのような情報
じょうほう

を知
し

りたいですか。（☑は

いくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全
体

地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
時
の
対
応

病
院

、
ク
リ
ニ

ッ
ク
や

医
療
の
情
報

税
金
の
情
報

健
康
保
険
や
年
金
な
ど

社
会
保
険
の
情
報

祭
り
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ご
み
の
出
し
方
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
方
法

住
宅
情
報

文
化
・
芸
術
の
情
報

仕
事
の
情
報

地
域
活
動

（
町
会
・
自

治
会
な
ど

）
の
情
報

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の

情
報

小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
の
情
報

家
庭
で
の
子
育
て
の
情

報 保
育
園
・
幼
稚
園
の
情

報 介
護
サ
ー

ビ
ス
の
情
報

妊
娠
・
出
産
の
情
報

障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
情

報 そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,130 995 911 855 791 650 551 530 525 465 393 380 356 247 232 226 182 78 39 217 34
100.0 46.7 42.8 40.1 37.1 30.5 25.9 24.9 24.6 21.8 18.5 17.8 16.7 11.6 10.9 10.6 8.5 3.7 1.8 10.2 1.6

836 352 316 252 289 243 202 179 194 155 137 117 167 105 80 71 41 18 9 90 12
100.0 42.1 37.8 30.1 34.6 29.1 24.2 21.4 23.2 18.5 16.4 14.0 20.0 12.6 9.6 8.5 4.9 2.2 1.1 10.8 1.4

306 143 126 146 112 94 68 80 76 46 37 46 46 20 20 25 17 8 4 27 4
100.0 46.7 41.2 47.7 36.6 30.7 22.2 26.1 24.8 15.0 12.1 15.0 15.0 6.5 6.5 8.2 5.6 2.6 1.3 8.8 1.3

161 87 71 88 61 41 42 57 34 51 39 40 24 36 32 25 34 6 3 8 4
100.0 54.0 44.1 54.7 37.9 25.5 26.1 35.4 21.1 31.7 24.2 24.8 14.9 22.4 19.9 15.5 21.1 3.7 1.9 5.0 2.5

146 69 71 58 64 35 32 40 28 57 34 30 21 19 17 26 16 23 8 18 5
100.0 47.3 48.6 39.7 43.8 24.0 21.9 27.4 19.2 39.0 23.3 20.5 14.4 13.0 11.6 17.8 11.0 15.8 5.5 12.3 3.4

107 58 58 44 45 49 41 30 36 14 24 12 12 11 11 15 4 3 2 5 1
100.0 54.2 54.2 41.1 42.1 45.8 38.3 28.0 33.6 13.1 22.4 11.2 11.2 10.3 10.3 14.0 3.7 2.8 1.9 4.7 0.9

86 50 36 37 35 16 18 15 13 29 11 15 6 5 7 3 10 - 1 10 1
100.0 58.1 41.9 43.0 40.7 18.6 20.9 17.4 15.1 33.7 12.8 17.4 7.0 5.8 8.1 3.5 11.6 - 1.2 11.6 1.2

78 30 44 32 31 18 24 30 15 27 9 13 19 14 14 11 15 4 2 8 2
100.0 38.5 56.4 41.0 39.7 23.1 30.8 38.5 19.2 34.6 11.5 16.7 24.4 17.9 17.9 14.1 19.2 5.1 2.6 10.3 2.6

61 32 30 32 21 30 23 15 24 6 17 23 9 4 6 5 2 1 4 9 1
100.0 52.5 49.2 52.5 34.4 49.2 37.7 24.6 39.3 9.8 27.9 37.7 14.8 6.6 9.8 8.2 3.3 1.6 6.6 14.8 1.6

349 174 159 166 133 124 101 84 105 80 85 84 52 33 45 45 43 15 6 42 4
100.0 49.9 45.6 47.6 38.1 35.5 28.9 24.1 30.1 22.9 24.4 24.1 14.9 9.5 12.9 12.9 12.3 4.3 1.7 12.0 1.1

その他

アメリカ

ネパール

ミャンマー

全体

台湾

フィリピン

ベトナム

韓国

中国

次に、国籍・出身地域別に見ると、ベトナム、ネパールでは他の国籍・出身地域と比べて年齢

層が低いこともあり、「住宅情報」、「家庭での子育ての情報」、「保育園・幼稚園の情報」、「妊娠・

出産の情報」を欲しいと考える人の割合が高くなっている。また、ネパールでは子どもと同居して

いる人も多いためか「小学校・中学校・高校の情報」が欲しいと考える人の割合も高くなっている。 

「仕事の情報」については、ベトナム、フィリピン、ミャンマー、ネパールで欲しいと考える人が３

～４割と比較的高くなっている。 

フィリピンでは、「障害者サービスの情報」が 15.8％であり、他の国籍・出身地域を 10 ポイント

以上上回ってる。 

台湾とアメリカでは「祭りやスポーツ大会などのイベント情報」、「文化・芸術の情報」を求める

人の割合が高く、また、アメリカでは４割近く（37.7％）が「ボランティア活動の情報」を挙げ、他の

国籍・出身地域を大きく上回っている。 

 

表Ⅳ－１．練馬区で生活する上で欲しい情報（国籍・出身地域別） 
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(%)
n=2,130

51.9

26.9

19.1

13.8

11.3

1.8

0.8

0.8

1.4

0.6

32.8

0.0 20.0 40.0 60.0

無料の通訳アプリケーション（Google翻訳など）を使っている

相手にゆっくり話してもらう、やさしい表現にしてもらう

日本人の家族・親族・友人・知人に通訳してもらう

ジェスチャーや身振りで理解する

日本人ではない家族・親族・友人・知人で

日本語が話せる人に通訳してもらう

多言語通訳機（ポケトークなど）を持ち歩いている

日本語での会話は、あきらめている

有料の通訳サービスを利用している

その他

無回答

特にない（日本語で会話できる）

３．日本語の会話や書類・文章を理解するための方法 

 

 

 

 

① 会話 

 

日本語での会話を理解するための方法については、「無料の通訳アプリケーション（Google翻

訳など）を使っている」という人が半数（51.9％）となっている。その他、「相手にゆっくり話してもらう、

やさしい表現にしてもらう」という人が４人に１人（26.9％）、「日本人の家族・親族・友人・知人に通

訳してもらう」という人が約２割（19.1％）となっている。 

また、３人に１人程度（32.8％）が「特にない（日本語で会話できる）」と回答している。 

 

図Ⅳ－３．日本語の会話を理解するための方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ15．日本語
に ほ ん ご

での会話
か い わ

や日本語
に ほ ん ご

の書類
しょるい

・文章
ぶんしょう

などを理解
り か い

するために、どのような方法
ほうほう

を使
つか

っていますか。（☑はいくつでも） 
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(%)
n=2,130

58.7

20.4

20.1

10.9

2.4

1.7

1.4

1.5

1.2

27.7

0.0 20.0 40.0 60.0

無料の翻訳アプリケーション（Google翻訳など）を使っている

日本人の家族・親族・友人・知人に翻訳してもらう

辞書を使う

日本人ではない家族・親族・友人・知人で

日本語が読める人に翻訳してもらう

音声コードがあれば読み取る

日本語のみの書類・文章の理解は、あきらめている

有料の翻訳サービスを利用している

その他

無回答

特にない（日本語が読める）

② 書類・文章 

 

日本語の書類・文章を理解するための方法については、「無料の翻訳アプリケーション

（Google翻訳など）を使っている」という人が約６割（58.7％）を占める。 

その他、「日本人の家族・親族・友人・知人に翻訳してもらう」または「辞書を使う」という人がそ

れぞれ２割となっている。 

また、「特にない（日本語が読める）」という人が３割弱（27.7％）となっている。 

 

図Ⅳ－４．日本語の書類・文章を理解するための方法 
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n=2,130

集合住宅（賃貸）

46.7%

一戸建て（持ち家）

17.0%

集合住宅（分譲）

10.8%

社宅・社員寮、学生寮（会社や学校

が借りているアパートなどを含む）

8.7%

公営住宅（都営住宅や区営住宅）

7.6%

一戸建て（賃貸）

6.8%

その他

1.8%

無回答

0.7%

Ⅴ．住居について 
 

１．住居の種別 

 

 

 

 

現在、「集合住宅（賃貸）」に住んでいるという人が、半数近くの 46.7％となっている。次いで、

「一戸建て（持ち家）」が 17.0％、「集合住宅（分譲）」が 10.8％となっている。 

 

図Ⅴ－１．住居の種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ16．あなたは、現在
げんざい

、どんな家
いえ

に住
す

んでいますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=2,130

不動産業者の紹介

37.4%

インターネット

26.3%

友人・知人の紹介

10.0%

会社や学校の紹介

9.8%

区役所や住宅供給公社などの窓口

3.8%

住宅情報誌

1.5%

その他

5.7%

特にない

4.7%
無回答

0.9%

２．住居探しの方法 

 

 

 

 

住居探しの方法については、「不動産業者の紹介」という人が約４割（37.4％）、「インターネッ

ト」が４人に１人（26.3％）となっている。また、約１割の人は「友人・知人の紹介」（10.0％）や「会社

や学校の紹介」（9.8％）で住居を見つけている。 

 

図Ⅴ－２．住居探しの方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ17．現在
げんざい

住
す

んでいる家
いえ

をどのようにして見
み

つけましたか。（１
ひと

つだけ☑） 
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(%)
n=2,010

25.6

24.1

18.2

14.9

13.3

10.4

7.1

4.3

3.7

3.1

44.3

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0

敷金・礼金、管理費など家賃以外にかかるお金が高かった

外国人であることを理由に住むことを断られた

家賃が高かった

保証人がいなかった

外国人に対応できる不動産業者が少なかった(いなかった)

日本語での契約手続だったので内容がよくわからなかった

公営住宅に入りたかったが、申込方法がわからなかった

家を買うためのお金を借りられなかった

公営住宅に入りたかったが、区に住んでいる期間

などの条件が合わなかったため入れなかった

その他

特にない

無回答

３．住居を探すに当たって困ったこと 

 

 

 

 

住居を探すに当たって困ったことは「特にない」という人が 44.3％となっている。 

また、困ったこととしては、「敷金・礼金、管理費など家賃以外にかかるお金が高かった」

（25.6％）、「外国人であることを理由に住むことを断られた」（24.1％）を挙げる人が４人に１人程

度と多くなっている。 

 

図Ⅴ－３．住居を探すに当たって困ったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ17－１．現在
げんざい

住
す

んでいる家
いえ

を見
み

つけるときに困
こま

ったことはありましたか。（☑はいく

つでも） 
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n=2,130

区内の病院・クリニック

52.0%

どちらかといえば区内の病院・クリニック

21.0%

どちらかといえば区外の病院・クリニック

6.9%

区外の病院・クリニック

6.9%

病院・クリニックを利用したことはない

12.5%

無回答

0.7%

Ⅵ．医療について 
 

１．主に利用している病院・クリニックの所在地 

 

 

 

 

病院・クリニックの利用について、「区内の病院・クリニック」を利用しているという人は 52.0％、

「どちらかといえば区内の病院・クリニック」を利用している人は 21.0％であり、合わせて 73.0％の

人が区内の病院・クリニックを主に利用している。一方、主に区外のクリニック・病院を利用してい

る人は 13.8％となっている。 

なお、「病院・クリニックを利用したことはない」という人は 12.5％であった。 

 

図Ⅵ－１．主に利用している病院・クリニックの所在地 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ18．あなたは、主
おも

に、どこにある病院
びょういん

・クリニック
く り に っ く

を利用
り よ う

していますか。 

（１
ひと

つだけ☑） 
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n=1,849 (%)

87.3

16.6

10.7

3.9

3.2

1.7

0.6

1.9

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分でコミュニケーションしている

日本語が話せる家族や親族を連れていく

通訳アプリや翻訳機を使っている

日本人以外の友人・知人で日本語が話せる人を連れていく

日本人の友人・知人を連れていく

職場の人を連れていく

通訳（お金を払ってお願いする）を連れていく

その他

無回答

２．医師や看護師とのコミュニケーション方法 

 

 

 

 

医師や看護師とのコミュニケーション方法については、９割近く（87.3％）の人が「自分でコミュ

ニケーションしている」と回答している。その他、「日本語が話せる家族や親族を連れていく」が

16.6％、「通訳アプリや翻訳機を使っている」が 10.7％となっている。 

 

図Ⅵ－２．医師や看護師とのコミュニケーション方法 

 

 

 

 

 

Ｑ18－１．あなたは、病院
びょういん

・クリニック
く り に っ く

の医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

とどのような方法
ほうほう

で

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をしていますか。（☑はいくつでも） 
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(%)
n=2,130

25.8

15.1

6.7

6.4

1.6

0.8

3.7

56.9

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0

どの病院・クリニックに行けばいいのかわからなかった

医者や看護師と十分なコミュニケーションができなかった

医者がみた結果や病気・ケガをなおす方法がわからなかった

病院・クリニックの利用にかかるお金が高かった

病院・クリニックに行ったが断られた

(医者にみてもらうことができなかった)

薬の飲み方がわからなかった

その他

特にない

無回答

３．病院やクリニックを利用するに当たって、困ったり不満に思ったりしたこと

や不安に感じたこと 

 

 

 

 

病院やクリニックを利用するに当たって、困ったり不満に思ったりしたことや不安に感じたこと

があるかについては、「特にない」が過半数の 56.9％を占める。 

また、困ったり不満に思ったりしたことや不安に感じたこととしては、「どの病院・クリニックに行

けばいいのかわからなかった」が 25.8％で最も多く、次いで「医者や看護師と十分なコミュニケー

ションができなかった」（15.1％）となっている。 

 

図Ⅵ－３．病院やクリニックを利用するに当たって、困ったり不満に思ったりしたことや

不安に感じたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ19．あなたは、病院
びょういん

・クリニック
く り に っ く

を利用
り よ う

するときに、困
こま

ったり不満
ふ ま ん

に思
おも

ったりした

ことや何
なに

か不安
ふ あ ん

に感
かん

じたことはありますか。（☑はいくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全
体

ど
の
病
院
・
ク
リ
ニ

ッ

ク
に
行
け
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
か

っ
た

医
者
や
看
護
師
と
十
分

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ

ン
が
で
き
な
か

っ
た

医
者
が
み
た
結
果
や
病

気
・
ケ
ガ
を
な
お
す
方

法
が
わ
か
ら
な
か

っ
た

病
院
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
の

利
用
に
か
か
る
お
金
が

高
か

っ
た

病
院
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
に

行

っ
た
が
断
ら
れ
た

薬
の
飲
み
方
が
わ
か
ら

な
か

っ
た

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2130 550 322 142 137 34 17 78 1213 51
100.0 25.8 15.1 6.7 6.4 1.6 0.8 3.7 56.9 2.4

836 195 112 55 30 11 4 21 496 21
100.0 23.3 13.4 6.6 3.6 1.3 0.5 2.5 59.3 2.5

306 63 31 4 15 4 0 16 195 6
100.0 20.6 10.1 1.3 4.9 1.3 0.0 5.2 63.7 2.0

161 42 29 14 25 4 3 3 81 3
100.0 26.1 18.0 8.7 15.5 2.5 1.9 1.9 50.3 1.9

146 33 35 12 7 2 2 6 86 3
100.0 22.6 24.0 8.2 4.8 1.4 1.4 4.1 58.9 2.1

107 31 15 7 9 0 1 4 62 2
100.0 29.0 14.0 6.5 8.4 0.0 0.9 3.7 57.9 1.9

86 25 4 9 9 2 0 2 50 2
100.0 29.1 4.7 10.5 10.5 2.3 0.0 2.3 58.1 2.3

78 39 28 11 21 2 1 0 24 3
100.0 50.0 35.9 14.1 26.9 2.6 1.3 0.0 30.8 3.8

61 18 12 4 3 1 0 4 32 2
100.0 29.5 19.7 6.6 4.9 1.6 0.0 6.6 52.5 3.3

349 104 56 26 18 8 6 22 187 9
100.0 29.8 16.0 7.4 5.2 2.3 1.7 6.3 53.6 2.6

445 147 77 30 23 7 2 9 228 16
100.0 33.0 17.3 6.7 5.2 1.6 0.4 2.0 51.2 3.6

521 171 89 50 44 7 7 22 262 9
100.0 32.8 17.1 9.6 8.4 1.3 1.3 4.2 50.3 1.7

248 69 42 24 12 5 1 12 135 1
100.0 27.8 16.9 9.7 4.8 2.0 0.4 4.8 54.4 0.4

391 83 51 21 30 8 3 17 230 9
100.0 21.2 13.0 5.4 7.7 2.0 0.8 4.3 58.8 2.3

289 49 40 11 13 6 3 10 194 4
100.0 17.0 13.8 3.8 4.5 2.1 1.0 3.5 67.1 1.4

229 30 23 6 11 1 1 7 161 12
100.0 13.1 10.0 2.6 4.8 0.4 0.4 3.1 70.3 5.2

798 229 113 53 51 15 5 28 442 23
100.0 28.7 14.2 6.6 6.4 1.9 0.6 3.5 55.4 2.9

601 163 97 44 30 7 6 21 332 16
100.0 27.1 16.1 7.3 5.0 1.2 1.0 3.5 55.2 2.7

257 49 29 12 20 1 4 7 174 3
100.0 19.1 11.3 4.7 7.8 0.4 1.6 2.7 67.7 1.2

470 108 82 32 35 11 2 21 264 8
100.0 23.0 17.4 6.8 7.4 2.3 0.4 4.5 56.2 1.7

光が丘地区

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

練馬地区

石神井地区

大泉地区

3年以上5年未満

国
籍
・
出
身
地
域

練
馬
区
で
の
在
住
期
間

居
住
地
区

全体

中国

韓国

ベトナム

フィリピン

ネパール

台湾

ミャンマー

アメリカ

その他

1年未満

1年以上3年未満

国籍・出身地域別に見ると、ネパールでは、「特にない」が３割（30.8％）であり、他の国籍・出

身地域ではいずれも過半数であるのに比べて割合が低くなっており、３人に２人程度（65.4％）が

何かしらの不満や不安を感じている。その内容として、半数の人が「どの病院・クリニックに行けば

いいのかわからなかった」と回答しており、他の国籍・出身地域を 20 ポイント以上上回っている。

また、「医者や看護師と十分なコミュニケーションができなかった」という人も３人に１人（35.9％）と

多くなっている。 

練馬区での在住期間別に見ると、３年未満では「どの病院・クリニックに行けばいいのかわから

なかった」と回答した人が３人に１人程度と多くなっている。 

居住地区別に見ると、大泉地区では「特にない」が 67.7％で他の地区を 10 ポイント程度上

回っており、不満や不安を感じている人が比較的少なくなっている。 

 

表Ⅵ－１．病院やクリニックを利用するに当たって、困ったり不満に思ったりしたことや

不安に感じたこと（国籍・出身地域、練馬区での在住期間、居住地区別） 
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n=2,130

はい いいえ 無回答

4.0

1.9

3.0

2.9

2.4

4.3

12.1

20.3

95.4

98.1

97.0

96.5

97.1

94.2

86.5

79.7

0.6

0.6

0.5

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

年
齢
別

Ⅶ．介護について 
 

１．介護サービスの受給の有無 

 

 

 

回答者本人または家族の中に介護サービスの受給者がいる人は 4.0％である。60代で約１割

（12.1％）の人が、70 歳以上では２割（20.3％）の人が、介護サービスの受給者がいると回答して

いる。 

 

図Ⅶ－１．介護サービスの受給の有無（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ20．あなたやあなたの家族
か ぞ く

は介護
か い ご

サービス
さ ー び す

を受
う

けていますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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(%)
n=2,130

74.5

18.9

15.3

5.9

5.7

2.2

2.1

1.6

8.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分でコミュニケーションをする

日本語が話せる家族や親族を連れていく

通訳アプリ・翻訳機を使う

日本人以外の友人・知人で日本語が話せる人を連れていく

日本人の友人・知人を連れていく

職場の人を連れていく

通訳（お金を払ってお願いする）を連れていく

その他

無回答

２．介護サービス事業所職員とのコミュニケーション方法 

 

 

 

 

 

現在または将来、介護サービスを利用する際のサービス事業所職員とのコミュニケーション方

法については、４人に３人程度（74.5％）が「自分でコミュニケーションをする」と回答している。そ

の他、「日本語が話せる家族や親族を連れていく」が 18.9％、「通訳アプリ・翻訳機を使う」が

15.3％となっている。 

 

図Ⅶ－２．介護サービス事業所職員とのコミュニケーション方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ21．現在
げんざい

または将来
しょうらい

、介護
か い ご

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

するときに、あなたやあなたの家族
か ぞ く

は、

介護
か い ご

サービス
さ ー び す

の利用先
りようさき

で働
はたら

いている人
ひと

と どのような方
ほう

法
ほう

でコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をしますか。（☑はいくつでも） 
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(%)

n=2,130

37.0

23.6

15.4

8.8

1.9

1.5

43.9

6.2

0.0 20.0 40.0 60.0

介護サービスの利用方法がわからない

介護に関する相談窓口がわからない

介護サービスの利用にかかるお金が高い

相談窓口や介護サービスの利用先で働く人と

十分なコミュニケーションができない

介護サービスの利用を断られた

その他

特にない

無回答

３．介護サービスを利用する際に困ったり不安に思ったりすること 

 

 

 

 

現在または将来、回答者やその家族が介護サービスを利用する際に、困ったり不安に思った

りすることがあるかについては、「特にない」が 43.9％となっている。 

また、困ったり不安に思ったりすることとしては、「介護サービスの利用方法がわからない」が４

割近い 37.0％となっている。次いで、「介護に関する相談窓口がわからない」が 23.6％となってい

る。 

 

図Ⅶ－３．介護サービスを利用する際に困ったり不安に思ったりすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ22．現在
げんざい

または将来
しょうらい

、あなたやあなたの家族
か ぞ く

が介護
か い ご

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

するときに、困
こま

ることや不安
ふ あ ん

に思
おも

うことはありますか。（☑はいくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全
体

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
方
法
が
わ

か
ら
な
い

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
わ
か

ら
な
い

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
か
か
る

お
金
が
高
い

相
談
窓
口
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利

用
先
で
働
く
人
と
十
分
な
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
で
き
な
い

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
断
ら
れ

た そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,130 788 503 327 187 41 33 936 133
100.0 37.0 23.6 15.4 8.8 1.9 1.5 43.9 6.2

52 16 6 2 3 0 0 32 2
100.0 30.8 11.5 3.8 5.8 0.0 0.0 61.5 3.8

573 183 110 68 61 11 3 278 41
100.0 31.9 19.2 11.9 10.6 1.9 0.5 48.5 7.2

631 253 157 109 52 12 14 257 33
100.0 40.1 24.9 17.3 8.2 1.9 2.2 40.7 5.2

414 158 105 74 34 10 6 170 24
100.0 38.2 25.4 17.9 8.2 2.4 1.4 41.1 5.8

257 107 79 45 23 5 7 102 18
100.0 41.6 30.7 17.5 8.9 1.9 2.7 39.7 7.0

141 49 32 25 10 3 1 67 9
100.0 34.8 22.7 17.7 7.1 2.1 0.7 47.5 6.4

59 20 13 3 4 0 2 29 6
100.0 33.9 22.0 5.1 6.8 0.0 3.4 49.2 10.2

836 355 214 155 100 30 15 334 24
100.0 42.5 25.6 18.5 12.0 3.6 1.8 40.0 2.9

306 127 81 49 9 1 5 135 6
100.0 41.5 26.5 16.0 2.9 0.3 1.6 44.1 2.0

161 42 36 20 22 2 0 87 8
100.0 26.1 22.4 12.4 13.7 1.2 0.0 54.0 5.0

146 34 26 12 7 0 6 72 24
100.0 23.3 17.8 8.2 4.8 0.0 4.1 49.3 16.4

107 35 29 28 10 3 1 51 3
100.0 32.7 27.1 26.2 9.3 2.8 0.9 47.7 2.8

86 35 20 8 4 0 0 39 2
100.0 40.7 23.3 9.3 4.7 0.0 0.0 45.3 2.3

78 42 30 13 17 2 1 26 3
100.0 53.8 38.5 16.7 21.8 2.6 1.3 33.3 3.8

61 12 8 3 2 0 0 37 10
100.0 19.7 13.1 4.9 3.3 0.0 0.0 60.7 16.4

349 106 59 39 16 3 5 155 53
100.0 30.4 16.9 11.2 4.6 0.9 1.4 44.4 15.2

フィリピン

台湾

ミャンマー

年
齢

国
籍
・
出
身
地
域

全体

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

アメリカ

その他

ネパール

中国

韓国

ベトナム

年齢別に見ると、「特にない」と回答した人は 30～50 代で４割と他の世代に比べて低くなって

おり、過半数の人が何かしらの問題や不安を感じていることが分かる。その内容としては、「介護

サービスの利用方法がわからない」が約４割となっており、また、50 代では「介護に関する相談窓

口がわからない」が３割と他の世代に比べて高くなっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ネパールでは「特にない」が 33.3％で他の国籍・出身地域

に比べて低く、６割強（62.9％）の人が何かしらの問題や不安を感じている。問題や不安の内容と

しては、「介護サービスの利用方法がわからない」が過半数の 53.8％、「介護に関する相談窓口

がわからない」が約４割（38.5％）、「相談窓口や介護サービスの利用先で働く人と十分なコミュニ

ケーションができない」が２割（21.8％）となっており、いずれも他の国籍・出身地域を大きく上回っ

ている。 

また、「介護サービスの利用方法がわからない」は、中国、韓国、ミャンマーでも４割の人が挙

いる。 

 

表Ⅶ－１．介護サービスを利用する際に困ったり不安に思ったりすること（年齢、国籍・

出身地域別） 
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n=2,130 (%)

30.4

7.5

11.7

7.2

8.3

7.3

3.3

2.8

0.9

12.4

9.1

1.4

0.0 20.0 40.0

正社員(一般)

正社員(管理職、マネージャー)

パート・アルバイト(学生以外)

パート・アルバイト(学生)

派遣社員、契約社員

自営業、経営者

技能実習生、研修生

会社役員

その他

無職(学生以外)

無職(学生)

無回答

Ⅷ．仕事について 
 

１．現在の雇用形態 

 

 

 

現在の雇用形態については、「正社員（一般）」が 30.4％で最も多く、次いで、「パート・アルバ

イト（学生以外）」が 11.7％である。 

学生以外で無職の者は 12.4％、学生で無職の者は 9.1％となっている。 

 

図Ⅷ－１．現在の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ23．現在
げんざい

のあなたの働
はたら

き方
かた

は次
つぎ

のどれですか。（☑はいくつでも） 
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(%)
n=1,642

17.0

12.9

11.2

9.2

6.6

5.3

5.0

4.6

4.1

3.5

3.3

2.3

1.6

0.1

20.8

1.0

0.0 20.0 40.0

情報通信の仕事

一般事務の仕事

レストランや居酒屋（日本人が経営）など飲食の仕事

販売の仕事

建設の仕事

外国語（日本語以外）の先生（教師や講師）の仕事

製造の仕事

通訳・翻訳の仕事

レストランや居酒屋（外国人が経営）など飲食の仕事

宿泊施設（ホテル、旅館など）の仕事

介護サービスや福祉サービスの仕事

病院やクリニックなど医療の仕事

輸送の仕事

農業の仕事

その他

無回答

２．従事している業種等 

 

 

 

現在職に就いている人が従事している業種等については、「その他」以外では「情報通信の

仕事」が 17.0％で最も多い。次いで、「一般事務の仕事」（12.9％）、「レストランや居酒屋（日本人

が経営）など飲食の仕事」（11.2％）、「販売の仕事」（9.2％）が続いている。 

 

図Ⅷ－２．従事している業種等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ23－１．現在
げんざい

、あなたはどのような仕事
し ご と

をしていますか。（☑はいくつでも） 
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(%)
n=1,642

29.1

33.4

11.2

10.7

4.6

2.7

11.0

8.1

0.9

0.0 20.0 40.0

練馬区

千代田区、中央区、港区、新宿区

中野区、杉並区、豊島区、板橋区

品川区、目黒区、大田区、世田谷区、渋谷区

文京区、台東区、北区、荒川区

墨田区、江東区、足立区、葛飾区、江戸川区

東京都内の市・町・村

東京都外（他の県など）

無回答

３．勤務地 

 

 

 

 

勤務地については、練馬区で働いている人は約３割（29.1％）となっている。 

練馬区以外では、千代田区、中央区、港区および新宿区で働いている人が３人に１人

（33.4％）と最も多くなっている。 

 

図Ⅷ－３．勤務地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ23－２．どこで働
はたら

いていますか。（☑はいくつでも） 
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(%)
n=1,642

13.0

10.9

7.6

7.6

7.4

6.8

6.8

5.9

4.7

4.2

3.1

3.8

56.2

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0

日本人に比べて給料が安い

日本人に比べて昇進が遅い

他人との関係がうまくいかない

日本語が話せず、うまくコミュニケーション

をすることができない

働く外国人のための環境づくりが不十分

働いている時間が長い

日本語学習に対する職場のサポートが足りない

いつ仕事を辞めさせられるかわからないので不安

仕事について相談できる人がいない

正社員になれない

休みの日が取れない

その他

特にない

無回答

４．働く上で困ったり不満に思ったりしていること 

 

 

 

 

働く上で困ったり不満に思ったりしていることがあるかについては、「特にない」が過半数の

56.2％を占める。 

また、困ったり不満に思ったりすることとしては、「日本人に比べて給料が安い」が 13.0％、「日

本人に比べて昇進が遅い」が 10.9％となっており、日本人との待遇の差について不満を持ってい

る人が比較的多くなっている。 

 

図Ⅷ－４．働く上で困ったり不満に思ったりしていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ23－３．あなたが仕事
し ご と

で困
こま

っていることや不満
ふ ま ん

に思
おも

っていることは何
なん

ですか。（☑は

いくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全
体

日
本
人
に
比
べ
て
給
料
が

安
い

日
本
人
に
比
べ
て
昇
進
が

遅
い

他
人
と
の
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い

日
本
語
が
話
せ
ず

、
う
ま

く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

働
く
外
国
人
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
が
不
十
分

働
い
て
い
る
時
間
が
長
い

日
本
語
学
習
に
対
す
る
職

場
の
サ
ポ
ー

ト
が
足
り
な

い い
つ
仕
事
を
辞
め
さ
せ
ら

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で

不
安

仕
事
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い

正
社
員
に
な
れ
な
い

休
み
の
日
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,642 214 179 125 125 122 111 111 97 77 69 51 63 922 24
100.0 13.0 10.9 7.6 7.6 7.4 6.8 6.8 5.9 4.7 4.2 3.1 3.8 56.2 1.5

23 2 0 1 4 0 0 0 1 0 0 0 2 15 1
100.0 8.7 0.0 4.3 17.4 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 8.7 65.2 4.3

415 63 36 36 33 40 35 35 25 14 19 12 12 217 6
100.0 15.2 8.7 8.7 8.0 9.6 8.4 8.4 6.0 3.4 4.6 2.9 2.9 52.3 1.4

550 87 79 42 49 41 48 42 39 31 26 27 25 267 8
100.0 15.8 14.4 7.6 8.9 7.5 8.7 7.6 7.1 5.6 4.7 4.9 4.5 48.5 1.5

348 37 43 31 26 27 18 26 16 19 13 7 14 208 4
100.0 10.6 12.4 8.9 7.5 7.8 5.2 7.5 4.6 5.5 3.7 2.0 4.0 59.8 1.1

207 18 16 10 12 10 7 7 12 11 7 5 4 142 1
100.0 8.7 7.7 4.8 5.8 4.8 3.4 3.4 5.8 5.3 3.4 2.4 1.9 68.6 0.5

80 5 4 3 1 2 2 1 3 2 4 0 6 59 2
100.0 6.3 5.0 3.8 1.3 2.5 2.5 1.3 3.8 2.5 5.0 0.0 7.5 73.8 2.5

16 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 12 2
100.0 6.3 0.0 6.3 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 12.5

556 49 80 38 42 39 36 48 32 28 17 12 17 309 9
100.0 8.8 14.4 6.8 7.6 7.0 6.5 8.6 5.8 5.0 3.1 2.2 3.1 55.6 1.6

237 16 20 16 3 19 17 3 7 12 4 6 9 159 1
100.0 6.8 8.4 6.8 1.3 8.0 7.2 1.3 3.0 5.1 1.7 2.5 3.8 67.1 0.4

155 30 12 13 18 15 5 6 7 3 4 2 5 78 3
100.0 19.4 7.7 8.4 11.6 9.7 3.2 3.9 4.5 1.9 2.6 1.3 3.2 50.3 1.9

121 23 9 6 9 2 4 8 7 3 5 6 6 76 2
100.0 19.0 7.4 5.0 7.4 1.7 3.3 6.6 5.8 2.5 4.1 5.0 5.0 62.8 1.7

83 11 5 4 9 8 5 6 7 9 8 4 4 42 1
100.0 13.3 6.0 4.8 10.8 9.6 6.0 7.2 8.4 10.8 9.6 4.8 4.8 50.6 1.2

77 18 10 2 5 5 2 3 2 3 4 2 2 46 2
100.0 23.4 13.0 2.6 6.5 6.5 2.6 3.9 2.6 3.9 5.2 2.6 2.6 59.7 2.6

73 17 7 8 15 7 3 7 7 4 3 1 1 37 1
100.0 23.3 9.6 11.0 20.5 9.6 4.1 9.6 9.6 5.5 4.1 1.4 1.4 50.7 1.4

50 2 3 4 2 3 5 6 6 3 3 3 1 34 0
100.0 4.0 6.0 8.0 4.0 6.0 10.0 12.0 12.0 6.0 6.0 6.0 2.0 68.0 0.0

290 48 33 34 22 24 34 24 22 12 21 15 18 141 5
100.0 16.6 11.4 11.7 7.6 8.3 11.7 8.3 7.6 4.1 7.2 5.2 6.2 48.6 1.7

国
籍
・
出
身
地
域

中国

韓国

ベトナム

フィリピン

台湾

ミャンマー

ネパール

アメリカ

その他

全体

年
齢

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

年齢別に見ると、「特にない」は 20～30 代では５割となっており 40 歳以上よりも割合が低く、

困ったり不満に思ったりすることのある人が比較的多くなっている。 

また、20～30代では「日本人に比べて給料が安い」、30～40 代では「日本人に比べて昇進が

遅い」と思っている人の割合がやや高くなっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、「特にない」はベトナム、台湾、ネパールで５割となっており、

他の国籍・出身地域に比べて低く、困ったり不満に思ったりすることのある人が比較的多い。 

困ったり不満に思ったりすることとしては、ベトナム、フィリピン、ミャンマー、ネパールでは「日

本人に比べて給料が安い」と考える人が２割程度と多くなっている。また、ネパールでは「日本語

が話せず、うまくコミュニケーションをすることができない」も２割（20.5％）となっており、他の国籍・

出身地域より高くなっている。 

 

表Ⅷ－１．働く上で困ったり不満に思ったりしていること（年齢、国籍・出身地域別） 
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n=1,823 (%)

29.5

17.0

16.8

16.3

2.3

49.5

0.0 20.0 40.0 60.0

日本語能力に不安がある

自分の資格・能力に合う仕事が見つからない

どこに相談していいかわからない

募集や採用が少ない

その他

特にない

５．就職活動を行う際に困ったこと（現在または過去３年間に就職活動をした人） 

 

 

 

現在または過去３年間に就職活動をしたことがある人に、その際何か困ったことがあるかを尋

ねたところ、「特にない」が半数程度（49.5％）となっている。 

また、困ったこととしては、約３割（29.5％）の人が「日本語能力に不安がある」と回答している。 

 

図Ⅷ－５．就職活動を行う際に困ったこと（現在または過去３年間に就職活動をした人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ24．仕
し

事
ごと

を探
さが

すときに、困
こま

ったことはありますか。（☑はいくつでも） 
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(上段：人、下段：%)

全
体

日
本
語
能
力
に
不
安
が
あ
る

自
分
の
資
格
・
能
力
に
合
う

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い

募
集
や
採
用
が
少
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

1823 538 309 307 297 42 902
100.0 29.5 17.0 16.8 16.3 2.3 49.5

39 13 3 4 5 0 20
100.0 33.3 7.7 10.3 12.8 0.0 51.3

536 195 101 130 100 8 238
100.0 36.4 18.8 24.3 18.7 1.5 44.4

574 187 112 96 91 12 259
100.0 32.6 19.5 16.7 15.9 2.1 45.1

348 100 54 47 53 8 179
100.0 28.7 15.5 13.5 15.2 2.3 51.4

203 32 25 21 33 8 123
100.0 15.8 12.3 10.3 16.3 3.9 60.6

91 8 13 6 12 6 58
100.0 8.8 14.3 6.6 13.2 6.6 63.7

29 3 1 2 3 0 23
100.0 10.3 3.4 6.9 10.3 0.0 79.3

690 229 112 120 106 13 330
100.0 33.2 16.2 17.4 15.4 1.9 47.8

255 41 50 41 50 2 141
100.0 16.1 19.6 16.1 19.6 0.8 55.3

153 47 20 18 23 2 86
100.0 30.7 13.1 11.8 15.0 1.3 56.2

128 40 20 15 14 6 64
100.0 31.3 15.6 11.7 10.9 4.7 50.0

95 31 23 12 20 3 46
100.0 32.6 24.2 12.6 21.1 3.2 48.4

84 24 3 17 18 1 39
100.0 28.6 3.6 20.2 21.4 1.2 46.4

76 26 8 19 7 3 35
100.0 34.2 10.5 25.0 9.2 3.9 46.1

45 10 4 5 5 1 27
100.0 22.2 8.9 11.1 11.1 2.2 60.0

297 90 69 60 54 11 134
100.0 30.3 23.2 20.2 18.2 3.7 45.1

全体

年
齢

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

国
籍
・
出
身
地
域

中国

韓国

ベトナム

フィリピン

台湾

ミャンマー

ネパール

アメリカ

その他

年齢別に見ると、20 歳以上では、概ね年齢が下がるにつれて、「日本語能力に不安がある」、

「自分の資格・能力に合う仕事が見つからない」、「どこに相談していいかわからない」と回答した

人の割合が高くなる傾向にあり、20 代では、「日本語能力に不安がある」が 36.4％となっている。

また、４人に１人程度（24.3％）が「どこに相談していいかわからない」と回答しており、「日本語能

力に不安がある」に次いで多くなっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ネパール（25.0％）とミャンマー（20.2％）では、「どこに相談

していいかわからない」と回答した人の割合が他の国籍・出身地域に比べて高くなっている。 

 

表Ⅷ－２．就職活動を行う際に困ったこと 

（現在または過去３年間に就職活動をした人、年齢、出身地域別） 
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n=2,130 (%)

60.8

41.3

38.5

35.0

24.6

20.6

17.7

6.0

0.7

15.2

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

食べ物や飲み水を準備している

自宅や職場から逃げる場所を確かめている

お互いの無事を確かめ合う方法

を家族と話し合っている

ラジオや懐中電灯など災害の時に

持ち出すものを準備している

防災に関するパンフレットを見ている

携帯トイレを準備している

家具が倒れないよう壁や床に固定している

地域の防災訓練や防災に関する

教室・講座に参加している

その他

特に何もしていない

無回答

Ⅸ．防災について 
 

１．災害への備え 

 

 

 

 

地震や台風などの災害が起きた時の備えとして、６割の人が「食べ物や飲み水を準備してい

る」。次いで、「自宅や職場から逃げる場所を確かめている」（41.3％）、「お互いの無事を確かめ

合う方法を家族と話し合っている」（38.5％）がそれぞれ約４割となっている。 

また、「ラジオや懐中電灯など災害の時に持ち出すものを準備している」という人は 35.0％で

あった。 

一方、「特に何もしていない」という人も 15.2％となっている。 

 

図Ⅸ－１．災害への備え 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ25．地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

のために、あなたはどのような準備
じゅんび

をしてい

ますか。（☑はいくつでも） 
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n=2,130 (%)

52.5

46.9

41.7

33.2

31.3

25.5

24.8

22.9

1.2

10.7

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

避難場所についての案内板などの

内容をわかりやすくして、数を増やす

緊急時に放送や案内を行う

日本語以外のたくさんの

外国語で情報発信を行う

SNS(X(旧Twitter)、LINE、Facebook等)で

災害時の情報を発信する

緊急対応パンフレットを配る

やさしい日本語による情報発信を行う

e-mailで防災情報を発信する

区のホームページの災害についての

内容を増やして、わかりやすくする

その他

特にない

無回答

２．練馬区役所に望む災害対策 

 

 

 

 

練馬区役所に望む災害対策として、「避難場所についての案内板などの内容をわかりやすく

して、数を増やす」ことを望む人が過半数の 52.5％となっている。その他、「緊急時に放送や案内

を行う」（46.9％）、「日本語以外のたくさんの外国語で情報発信を行う」（41.7％）を４割以上の人

が望んでいる。 

また、最も回答の少なかった「区のホームページの災害についての内容を増やして、わかりや

すくする」（22.9％）を望む人も２割を超えており、災害対策に対する外国人の関心の高さがうかが

え、区役所に対し安心して暮らせるよう様々な対策を望んでいることが分かる。 

 

図Ⅸ－２．練馬区役所に望む災害対策 

 

 

 

 

 

 

Ｑ26．地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

の準備
じゅんび

として、あなたは、練馬区
ね り ま く

役所
やくしょ

にどの

ようなことをしてほしいですか。（☑はいくつでも） 
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n=2,130

家族と同じくらいに親しくつきあっている 友だちとしてつきあっている

何か困ったことがあれば助け合っている 日常生活のことを話している あいさつをする程度

近所の日本人とつきあいたいが、なかなかできない 特に近所の日本人とのつきあいをする必要がない

その他 無回答
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1.4
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5.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

1年未満(445)

1年以上3年未満(521)

3年以上5年未満(248)

5年以上10年未満(391)

10年以上20年未満(289)

20年以上(229)

国
籍
・
出
身
地
域
別

練
馬
区
で
の
在
住
期
間
別

Ⅹ．地域での交流について 
 

１．近所に住む日本人とのつきあいの程度 

 

 

 

近所に住む日本人とのつきあいについては、「あいさつをする程度」が 52.4％となっている。 

また、「日常生活のことを話している」以上の付き合いをしている人は 20.8％である。一方、「近

所の日本人とつきあいたいが、なかなかできない」は 14.8％、「特に近所の日本人とのつきあいを

する必要がない」は 10.4％となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、「日常生活のことを話している」以上の付き合いをしている人は、

アメリカでは 31.2％と高くなっている。一方、ベトナムでは 11.9％にとどまる。また、「近所の日本

人とつきあいたいが、なかなかできない」はベトナム、ネパール、ミャンマー、韓国で２割程度であ

り、その他の国籍・出身地域に比べてやや高くなっている。 

練馬区での在住期間別に見ると、在住期間が長いほど近所の日本人と「日常生活のことを話

している」以上のつきあいをしている人の割合が高くなっており、３年未満では１割程度であるが、

20年以上では半数近い 44.0％となっている。 

 

図Ⅹ－１．近所に住む日本人とのつきあいの程度(国籍・出身地域、練馬区での在住期間別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ27．あなたは、近所
きんじょ

に住
す

む日本人
にほんじん

と、どの程度
て い ど

交流
こうりゅう

がありますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=2,130

ある ない 無回答

21.8

15.4

15.4

25.2

24.2

26.8

22.0

13.6

18.2

21.2

21.7

31.5

15.9

18.6 

17.9

37.7

27.5

76.3

84.6

83.2

74.2

73.7

70.0

73.8

76.3

79.8

76.5

75.2

66.4

82.2

81.4 

79.5

62.3

71.1

1.9

1.4

0.6

2.2

3.1

4.3

10.2

2.0

2.3

3.1

2.1

1.9

2.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

18～19歳(52)

20～29歳(573)

30～39歳(631)

40～49歳(414)

50～59歳(257)

60～69歳(141)

70歳～(59)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

年
齢
別

２．外国人同士で相談や情報交換を行うグループへの参加状況 

 

 

 

 

外国人同士で相談や情報交換を行うグループに参加しているという人は２割（21.8％）であ

る。 

年齢別に見ると、30～50 代では４人に１人が参加しており、他の世代に比べて参加率が高く

なっている。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、アメリカでは参加率が４割近い 37.7％となっており、また、

フィリピンでも３割（31.5％）と高くなっている。 

 

図Ⅹ－２．外国人同士で相談や情報交換を行うグループへの参加状況 

（年齢、国籍・出身地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ28．外国人
がいこくじん

同士
ど う し

で相談
そうだん

したり、情報
じょうほう

交換
こうかん

をしたりできるグループ
ぐ る ー ぷ

についてお聞
き

きし

ます。あなたは、参加
さ ん か

しているグループ
ぐ る ー ぷ

がありますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=464 (%)

67.9

36.6

23.9

19.6

15.3

5.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分と国籍が同じ人

職場・学校が同じ人

趣味が同じ人

SNS（X(旧Twitter)、LINE、Facebook等）で知り合った人

子育てについて相談などをして、知り合った人

その他

無回答

３．外国人同士で相談や情報交換を行うグループへの参加者 

 

 

 

 

外国人同士で相談や情報交換を行うグループに参加している人に当該グループにはどんな

人が参加しているのかを尋ねたところ、「自分と国籍が同じ人」が 67.9％で最も多く、次いで、「職

場・学校が同じ人」（36.6％）となっている。また、グループに「SNS（X(旧 Twitter)、LINE、

Facebook等）で知り合った人」が参加しているという人は約２割（19.6％）となっている。 

 

図Ⅹ－３．外国人同士で相談や情報交換を行うグループへの参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ28－１．そのグループ
ぐ る ー ぷ

には、どんな人
ひと

が集
あつ

まっていますか。（☑はいくつでも） 
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n=2,130

参加したことがある 参加したことはない

参加したことはないが、時間と場所などが合えば参加したい 無回答
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5.9

3.9
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3.8
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5.7

3.1
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44.9
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韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

1年未満(445)

1年以上3年未満(521)

3年以上5年未満(248)
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４．地域の交流イベントへの参加の有無・意向 

 

 

 

 

区役所が開催する地域の日本人や外国人との交流イベントに「参加したことがある」人は

5.9％であり、フィリピン国籍では参加率が 12.3％と比較的高くなっている。 

また、「参加したことはないが、時間と場所などが合えば参加したい」という人は約４割

（38.7％）となっている。 

国籍・出身地域別に見ると、ベトナムでは「参加したことはないが、時間と場所などが合えば参

加したい」が約６割（59.6％）を占め、また、アメリカでも過半数の 54.1％となっており参加意向が

高い。一方、韓国、フィリピン、ミャンマーでは３割程度であり、参加意向が比較的低くなってい

る。 

練馬区での在住期間別では、在住期間が短い人ほど「参加したことはないが、時間と場所な

どが合えば参加したい」と答えており、３年未満では半数が地域の交流イベントに参加したいと考

えている。 

 

図Ⅹ－４．地域の交流イベントへの参加の有無・意向(国籍・出身地域、練馬区での在住期間別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ29．区
く

役所
やくしょ

では外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

の交流
こうりゅう

イベント
い べ ん と

や外国人
がいこくじん

同士
ど う し

が交流
こうりゅう

できるイベント
い べ ん と

を行
おこな

っています。イベント
い べ ん と

に参加
さ ん か

したことはありますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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n=2,130

参加したい 参加したくない 無回答

46.2

48.2

37.3

53.5

39.0

36.4

41.9 

59.0

54.1

48.4

50.1

48.8

57.8

42.2

54.2

61.7

58.1 

35.9

44.3

47.6

3.7

3.0

4.9

4.3

6.8

1.9

5.1

1.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

中国(836)

韓国(306)

ベトナム(161)

フィリピン(146)

台湾(107)

ミャンマー(86)

ネパール(78)

アメリカ(61)

その他(349)

国
籍
・
出
身
地
域
別

５．地域のボランティア活動への参加意向 

 

 

 

 

地域での支え合いや助け合いなどのためのボランティア活動に「参加したい」と考える人は

46.2％となっている。 

国籍・出身地域別では、ネパールでは「参加したい」が約６割（59.0％）を占め、アメリカ

（54.1％）、ベトナム（53.5％）でも過半数となっており、参加意向が高くなっている。 

 

図Ⅹ－５．地域のボランティア活動への参加意向（国籍・出身地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ30．あなたは、地域
ち い き

での支
ささ

え合
あ

いや助
たす

け合
あ

いなどのためのボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

に参加
さ ん か

し

てみたいですか。理由
り ゆ う

も教
おし

えてください。（１
ひと

つだけ☑） 
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地域での支え合いや助け合いなどのためのボランティア活動に「参加したい」と考える理由と

しては、以下のような内容が多くなっている。 

 

・ 地域の役に立ち、貢献したいから 

・ 困っている人や子ども、高齢者を助けたいから 

・ 活動を通じて日本人の友人・知人を作るため 

・ 地域の様々な人と交流するきっかけになるから 

・ コミュニティの一員として近隣との良い関係を築いて、地域との絆を深めるため 

・ 日本語の勉強になり上達の助けになると思うから 

・ ボランティア活動が好きだから、楽しいから 

・ 活動を通じて日本の文化や生活習慣を理解したいと思うから 

・ 他人の手助けをすることが自らの学びや成長につながるから 

・ 自分が日本に来た際に生活や日本語で苦労をしたので、日本での生活に困っている外国人

たちの助けになりたい。 

・ 日本に来た時にいろいろな人に親切にしてもらったので、今度は自分が恩返しをしたい。 

・ 活動を通じて外国人への偏見を無くし、日本人と外国人相互の理解を促進するため 

 

一方、「参加したくない」理由としては、「時間がない」、「仕事、学校や育児、介護等で忙しい」

といった内容がほとんどであり、その他、「日本語能力が不足しており上手く意思疎通ができな

い」、「人付き合いが苦手」、「高齢のため」、「体調が悪いため」などとなっている。 
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n=2,130 (%)

18.7

16.2

10.2

10.1

8.5

5.4

4.4

4.3

3.8

3.4

2.7

2.3

2.2

2.0

0.8

2.5

53.2

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0

税金に関すること

健康保険や年金など社会保険に関すること

友だちや知人が少ない

生活にかかるお金に関すること

区役所での手続きに関すること

ごみを出すとき

近所づきあい

家庭での子育てに関すること

道路を歩いたり運転したりするとき

電車やバスを利用するとき

在留資格の手続きがわからない

日本人とトラブルになった

介護サービスに関すること

妊娠・出産に関すること

障害者サービスに関すること

その他

特にない

無回答

Ⅺ．練馬区での生活について 
 

１．練馬区で生活する上で困ったり不満に思ったりしたこと 

 

 

 

 

練馬区で生活する上で困ったり不満に思ったりしたことがあるかについては、「特にない」が過

半数の 53.2％を占めている。 

また、困ったり不満に思ったりしたこととしては、「税金に関すること」（18.7％）が最も多く、次い

で、「健康保険や年金など社会保険に関すること」（16.2％）となっている。その他、「友だちや知

人が少ない」（10.2％）、「生活にかかるお金に関すること」（10.1％）、「区役所での手続きに関す

ること」（8.5％）が比較的多い。 

 

図Ⅺ－１．練馬区で生活する上で困ったり不満に思ったりしたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ31．前
まえ

のページ
ぺ ー じ

までの質問
しつもん

以外
い が い

で、あなたやあなたの家
か

族
ぞく

が、練
ねり

馬
ま

区
く

で生
せい

活
かつ

する上
うえ

で、

困
こま

ったり不
ふ

満
まん

に思
おも

ったりしたことはありますか。（☑はいくつでも） 
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(上段：人、下段：%)
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留
資
格
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

日
本
人
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た

介
護
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
こ
と

障
害
者
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2130 399 344 218 215 180 114 94 92 81 72 58 48 47 42 17 53 1134 75
100.0 18.7 16.2 10.2 10.1 8.5 5.4 4.4 4.3 3.8 3.4 2.7 2.3 2.2 2.0 0.8 2.5 53.2 3.5

52 5 6 2 4 2 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 37 1
100.0 9.6 11.5 3.8 7.7 3.8 5.8 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 71.2 1.9

573 129 127 75 86 61 41 24 16 16 21 20 8 9 15 2 6 268 15
100.0 22.5 22.2 13.1 15.0 10.6 7.2 4.2 2.8 2.8 3.7 3.5 1.4 1.6 2.6 0.3 1.0 46.8 2.6

631 121 91 77 59 47 39 30 46 28 24 19 20 11 21 5 26 329 12
100.0 19.2 14.4 12.2 9.4 7.4 6.2 4.8 7.3 4.4 3.8 3.0 3.2 1.7 3.3 0.8 4.1 52.1 1.9

414 83 57 39 33 39 20 21 27 26 17 8 12 11 6 2 7 219 14
100.0 20.0 13.8 9.4 8.0 9.4 4.8 5.1 6.5 6.3 4.1 1.9 2.9 2.7 1.4 0.5 1.7 52.9 3.4

257 40 39 18 18 13 7 12 3 9 6 5 6 9 0 4 10 154 11
100.0 15.6 15.2 7.0 7.0 5.1 2.7 4.7 1.2 3.5 2.3 1.9 2.3 3.5 0.0 1.6 3.9 59.9 4.3

141 14 20 5 14 14 3 6 0 1 1 3 1 5 0 1 2 89 13
100.0 9.9 14.2 3.5 9.9 9.9 2.1 4.3 0.0 0.7 0.7 2.1 0.7 3.5 0.0 0.7 1.4 63.1 9.2

59 6 3 1 1 3 1 0 0 1 2 2 0 1 0 3 0 36 9
100.0 10.2 5.1 1.7 1.7 5.1 1.7 0.0 0.0 1.7 3.4 3.4 0.0 1.7 0.0 5.1 0.0 61.0 15.3

836 133 125 85 55 50 39 28 37 27 21 16 12 12 6 6 12 478 27
100.0 15.9 15.0 10.2 6.6 6.0 4.7 3.3 4.4 3.2 2.5 1.9 1.4 1.4 0.7 0.7 1.4 57.2 3.2

306 67 52 28 26 37 21 19 13 9 11 10 13 8 7 4 7 152 9
100.0 21.9 17.0 9.2 8.5 12.1 6.9 6.2 4.2 2.9 3.6 3.3 4.2 2.6 2.3 1.3 2.3 49.7 2.9

161 39 27 21 22 12 9 8 13 2 3 3 4 2 8 1 1 88 7
100.0 24.2 16.8 13.0 13.7 7.5 5.6 5.0 8.1 1.2 1.9 1.9 2.5 1.2 5.0 0.6 0.6 54.7 4.3

146 30 23 15 27 13 6 9 1 3 8 6 5 6 2 2 3 71 11
100.0 20.5 15.8 10.3 18.5 8.9 4.1 6.2 0.7 2.1 5.5 4.1 3.4 4.1 1.4 1.4 2.1 48.6 7.5

107 19 18 7 13 12 7 2 2 9 5 2 0 2 2 1 3 60 3
100.0 17.8 16.8 6.5 12.1 11.2 6.5 1.9 1.9 8.4 4.7 1.9 0.0 1.9 1.9 0.9 2.8 56.1 2.8

86 17 10 1 9 7 2 1 2 1 1 5 1 1 2 0 1 60 0
100.0 19.8 11.6 1.2 10.5 8.1 2.3 1.2 2.3 1.2 1.2 5.8 1.2 1.2 2.3 0.0 1.2 69.8 0.0

78 20 19 11 15 8 3 5 8 0 4 9 5 2 4 0 1 35 0
100.0 25.6 24.4 14.1 19.2 10.3 3.8 6.4 10.3 0.0 5.1 11.5 6.4 2.6 5.1 0.0 1.3 44.9 0.0

61 12 9 9 3 7 5 3 2 4 1 1 0 0 0 1 5 28 1
100.0 19.7 14.8 14.8 4.9 11.5 8.2 4.9 3.3 6.6 1.6 1.6 0.0 0.0 0.0 1.6 8.2 45.9 1.6

349 62 61 41 45 34 22 19 330 26 18 6 8 14 11 2 20 162 17
100.0 18.8 18.5 12.4 13.6 10.3 6.7 5.4 7.4 5.2 1.7 2.3 4.0 3.2 0.6 5.7 46.4 4.9

国
籍
・
出
身
地
域

中国

韓国

ベトナム

フィリピン

台湾

ミャンマー

ネパール

アメリカ

その他

全体

年
齢

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

年齢別に見ると、「特にない」は、20 歳以上で概ね年齢が低くなるほど、その割合が低下する

傾向にあり、20代では「特にない」と回答した人は半数以下の 46.8％となっている。 

また、困ったり不満に思ったりしたこととしては、20 代では「税金に関すること」（22.5％）と「健

康保険や年金など社会保険に関すること」（22.2％）を挙げた人が２割程度であり、また、30～40

代でも「税金に関すること」を挙げた人が約２割となっており、他の世代よりも高い割合となってい

る。 

次に、国籍・出身地域別に見ると、ネパールでは、「健康保険や年金など社会保険に関するこ

と」（24.4％）、「在留資格の手続きがわからない」（11.5％）、「家庭での子育てに関すること」

（10.3％）を挙げた人の割合が他の国籍・出身地域に比べて高くなっている。 

 

表Ⅺ－１．練馬区で生活する上で困ったり不満に思ったりしたこと 

（年齢、国籍・出身地域別） 
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○ 困ったり不満に思ったりしたことの主な内容や理由 

 

【税金や社会保険に関すること】（102件） 

・ 確定申告、納税、健康保険、年金の各制度が複雑で良く分からない。 

・ 税金に関してまだ良く分からないことが多いが、相談窓口が分からない。 

・ 税金について余り理解できず、社会人一年目の時とても苦労した。新社会人向けの分かりや

すい説明動画を作って欲しい。 

・ 税金や社会保険に関する文書は全て日本語となっており理解できない。 

・ 医療費控除が複雑で、内容ややり方が良く分からない。 

 

【区役所での手続きに関すること】（49件） 

・ 区役所の窓口では、もっと簡単な日本語を使ってもらえると助かる。また、書類の記入方法

等の説明を早口の日本語で話す職員がおり、内容を理解しにくい。 

・ かなり日本語ができると思うが、それでも区役所から受け取った文書を理解するのが難しいこ

とがある。 

・ 物価高騰給付金の通知書が届かなかったので区役所まで聞きに行った。 

・ 区役所からの文書等は内容が難しいものが多く、また、文字も非常に多いので、要点を簡潔

にまとめたものがあるといい。 

 

【歩行・運転時に関すること】（45件） 

・ 自動車の信号無視が多く危険。 

・ 道が狭く、特に、歩道上を車が走るので子供たちが轢かれそうだ。 

・ 道路が狭く、自転車が歩道を暴走している。 

・ 自転車が車道を逆走していて危ない。 

・ 歩いているとき時に自転車に轢かれるのではないかとよく心配になる。 

・ 自転車レーンももっと増やしてほしい。千川通りの自転車レーンを通勤でよく使っているが、

毎日のように違法駐車の車が自転車レーンを塞いでいて危険を感じる。 

・ 区内にあるたくさんの狭隘道路は、朝夕のラッシュアワーに歩行者、自転車、自動車が一緒

になり、安全面に懸念を抱く。 

・ 街灯があるが、灯りがついていない。夜、暗くなってから帰宅するのは少し心配だ。 

 

【生活費に関すること】（40件） 

・ 物価や家賃が高騰していて生活がきつい。 

・ 練馬駅の近くには 100円ショップがないので不便である。 
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【ごみの処分に関すること】（37件） 

・ ごみの出し方が分かりづらい。 

・ どのように分別すべきか明確でないごみがある。 

・ ごみ出しの日数が少なすぎる。 

・ びん・缶・ペットボトルの収集が週一回で土曜日朝早くに終わってしまうので不便。 

・ ごみを出せる時間が朝だけになっているが、夜残業して朝遅く起きる人はどうやってごみを

出せばいいのか。夜間でもカラスの心配をせずにごみを出せるようにごみ箱を設置すべきで

はないか。 

・ 夏場は燃えるごみを週２回しか出せないため、蚊が発生する。 

・ 衣類リサイクルの場所や時間が少ない。 

・ タンスや布団、食器、テレビ、冷蔵庫などのごみを沢山持っているが、自宅までこれらのごみ

を回収してくれるようなサービスがあれば、教えて欲しい。 

 

【電車やバスに関すること】（26件） 

・ バスの本数が少ない。 

・ 狭い道路が多いためか、バスがなかなか時間通りに来ない。踏切の待ち時間が長い。 

・ 吉祥寺駅へのバスはいつもとても混んでいて不快。 

・ 南北移動が大変（東武東上線、西武池袋線、西武新宿線、中央線間の移動が大変）。 

 

【家庭での子育てに関すること】（15件） 

・ ファミサポの時間（援助を受けられる時間）が短かすぎる。 

・ ファミリーサポートセンターがあるとは言え、申込み方法が不便で、急にお願いしたい時に頼

りにならない。土曜を含む平日の３日前に電話し、料金も事前にセンターに直接払いに行か

ないといけない等、手続きも共働き向けのシステムではないと思う。 

 

 

 

 

 



 

65 

２．誰もが外出しやすい環境作りのために区が取り組むべきこと 

 

 

 

 

○ 誰もが外出しやすい環境作りのために区が取り組むべきことについての主な意見 

 

【交通に関すること】（60件） 

・ 区内での移動手段がバスしかない場合が多いので、バスの本数を増やすと外出しやすくな

る。 

・ コミュニティバスの増便 

・ バス停を増やす。 

・ 光が丘駅を中心に 100円街バスみたいなものがあったら良い。 

・ 駅から住宅街を廻る無料のシャトルバス（小さい６人乗りくらいのバンなど）があるといい。 

・ レンタル自転車をもっと増やすとともに、駅の近くの自転車駐輪場を増やしてほしい。 

・ 自転車に乗る際のルールを明確にして、歩行者が安心して歩けるようにしてほしい。 

・ 自転車の通行が多く歩行者が歩く時に気をつけないと危ないので、自転車使用者に対する

安全啓発等のキャンペーンをしたらいいと思う。 

・ 自転車専用レーンをもっと増やす。 

 

【道路に関すること】（40件） 

・ 街灯を増やす。 

・ 住宅街に街灯が多いと良い。夜とても暗く、人もいないために怖い思いをしたことがある。 

・ 道路の拡幅と整備。道路が狭かったり、歩道がなかったりする箇所が多いので歩きづらいと

思ったことがある。 

・ 細い道路の車の路上駐車を取り締まる。 

・ 道路を広くする。道路を自転車で走るのは必ずしも安全ではない。 

 

【広報・ＰＲ等に関すること】（28件） 

・ 全てのイベントについて英語で掲載する練馬のローカルサイトがあるといい。 

・ 外国人が街頭の各標識を簡単に理解できるよう英語のカタログやチラシをもっと作って配布

する。 

・ 区役所が全ての地域に関して英語で詳細な情報を提供してくれると助かる。 

・ イベント情報がほしい。そしてわかりやすくＰＲしてほしい。 

 

【イベントの開催に関すること】（22件） 

・ 地域のイベントが少ない気がするのでより多くのイベントを開催する（駅周辺で祭りやイベント

があるといいと思う）。 

・ 夏休みなどに外国籍の子ども向けの教育的イベントを開催する。 

Ｑ32．練馬
ね り ま

区内
く な い

でだれもが外出
がいしゅつ

しやすい環
かん

境
きょう

づくりを進
すす

めていくために、練馬区
ね り ま く

役所
やくしょ

が取
と

り組
く

むべきことについて、意見
い け ん

などがあれば教
おし

えてください。 
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【買い物に関すること】（19件） 

・ 大型ショッピングモールが少なく、出かけられる場所が少ないと思う。 

・ 地域にいろんな店（弁当屋、肉屋など）があれば外出も楽しめる。美容室ばかりでは面白くな

い。 

・ 安価な日常の食料を提供する市場を整備する。 

 

【公園に関すること】（17件） 

・ 小さい公園をより綺麗に管理できたら、公園に行きたくなると思う。（花壇を増やす、トイレや

ベンチを綺麗にするなど） 

・ 公園を増やす。公園に運動器具を増やしてほしい。(懸垂バーなど) 
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n=2,130

非常に住みやすい まあまあ住みやすい ふつう

やや住みにくい 非常に住みにくい 無回答

35.5

34.5

30.8

35.4

43.6

43.5

44.4

46.3

40.1

40.2

17.8

18.2

19.3

21.4

13.4

1.1

0.8

1.7

1.9

0.4

0.2

0.3

0.3

1.9

2.0

1.7

1.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2130)

練馬地区(798)

石神井地区(601)

大泉地区(257)

光が丘地区(470)

居
住
地
区
別

３．練馬区の住みやすさ 

 

 

 

 

練馬区の住みやすさについては、約８割（79.0％）が練馬区は住みやすい（「非常に住みやす

い」＋「まあまあ住みやすい」）と考えている。 

また、住みにくい（「やや住みにくい」＋「非常に住みにくい」）と考える人は 1.3％のみとなって

いる。 

居住地区別に見ると、光が丘地区では、住みやすいと考える人が８割以上の 83.8％となって

おり、また、「非常に住みやすい」と考える人も、光が丘地区のみ 43.6％と４割を超えている。 

 

図Ⅺ－２．練馬区の住みやすさ（居住地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ33．あなたにとって練馬区
ね り ま く

は住
す

みやすいところだと思
おも

いますか。（１
ひと

つだけ☑） 
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４．練馬区をより住みやすい町にするための区の取組に関する主な意見 

 

 

 

 

○ いますぐ取り組むべきこと 

 

【行政サービスに関すること】（62件） 

・ 各種行政手続の電子化・簡素化（マイナンバーを活用しているので、個人情報は各項目を

手入力するのではなく、自動的に取り込まれるようにするなど。） 

・ 英語を話せる職員を増やす。 

・ 窓口の人はやさしい日本語で話してほしい。やさしい日本語を勉強してほしい。 

・ 外国人が理解しやすいように区役所等から配布される文書等については英語を含めた多言

語版があるといい。 

・ 外国人に必要な情報を分かりやすく早めに通知してほしい。 

・ 外国人の仕事や住居に関する情報提供を増やしてほしい。 

・ サークル活動などがしやすいように区民会館等の公共施設をもっと安価で貸してほしい。 

 

【イベント、地域活動に関すること】（29件） 

・ 地域での人々とのつながりを築くために、たくさんのコミュニティーイベントを開催してほし

い。 

・ 地域交流活動を多くして、可視化してほしい。 

・ 以前、区役所に行ったときに、いくつかの活動に関するお知らせがあった。閲覧するのに便

利なように、まとめてネット上に載せてほしい。 

・ 外国籍の人にはイベントや参加できる活動に関するチラシなどを送ってほしい。 

 

【子育てに関すること】（23件） 

・ 児童館の増設や乳幼児連れに便利な店舗の充実も図ってほしい。 

・ 保育園の申込みに関して入園できる条件や手続などを簡約にしてほしい。 

・ 若い人たちが好む地域づくりをする。次世代(子供や児童)が利用するバリアフリー施設、遊

園地、プール、キッズカフェ、体験施設等の整備。 

 

【住居に関すること】（13件） 

・ 多くの賃貸住宅会社が外国人の入居に消極的なので、何か対策があればありがたい。 

 

【医療に関すること】（12件） 

・ 外国人に適した医療機関についての情報提供（外国人患者の受入れに積極的か、適切な

言語サポートがあるかなど） 

・ 英語を話す医師がいる病院や診療所の一覧を提供する。 

Ｑ34．Ｑ33の回答
かいとう

を踏
ふ

まえ、練馬区
ね り ま く

をより住
す

みやすいまちにするため、練馬区
ね り ま く

役所
やくしょ

が

取
と

り組
く

むべきことについて、意見
い け ん

などがあれば教
おし

えてください。 
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【日本語に関すること】（12件） 

・ 日本語教室の拡充（子供向けや夜間休日の開催等） 

 

【公園に関すること】（11件） 

・ 公園を整備してより明るい場所にしてほしい（トイレやベンチ、遊具を綺麗にする。花壇を増

やす。夜の公園が暗くて怖いので、もう少し明るくする）。 

 

 

○ 今後、取り組むべきこと 

 

【交通の整備に関すること】（72件） 

・ 駅に隣接する駐輪場の増設 

・ 道路を拡げる。 

・ 生活道路での自動車・自転車・歩行者の空間分配を見直す。自転車レーンや歩道を増や

す。 

・ 歩行者と自転車の道を分けることが練馬区を住みやすくするために非常に効果的である。歩

行者と自転車が同じ道を共有すると、衝突や事故のリスクが高まり、両者にとって安全性が低

下する。 

・ 全ての道路に自転車専用レーンを明示する。 

・ 無料巡回バスの運行、バス路線を増やす。 

・ 区内の南北方向をつなぐ路線バス、コミュニティバスの整備 

・ 区内の駅から直通の空港リムジンバスの運行 

 

【買い物環境の整備に関すること】（39件） 

・ 現在、買い物が少し不便なので、もっと商業施設が増えれば良いと思う。 

・ もっと生活に便利なお店やレストランを増やしたい。 

・ 大型ショッピングモールを増やすとより過ごしやすくなると思う。 

 

【公園等の整備に関すること】（15件） 

・ レジャーや娯楽のための公園や運動場を増やす。 
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